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第１章 総則

（目的及び適用の範囲）

第１条 公益財団法人ＪＫＡ（以下「本財団」という。）は、小型自動車競走法

（昭和２５年法律第２０８号。以下「法」という。）第３０条第１項の規定に

基づき、この規程を定める。

(13.12.26)(20.4.1)(25.3.19)

第２条 本財団の業務は、法令、寄附行為及びこの規程の定めるところに従い、

適正かつ確実に運営されなければならない。

(13.12.26)(20.4.1)

第２章 小型自動車競走審判員に関する業務

第１節 養成

（養成）

第３条 本財団は、小型自動車競走審判員、選手および小型自動車登録規則（昭

和３２年通商産業省令第４１号。以下「登録規則」という。）第８条の規定に

よる審判員資格検定を受けようとする者に対して、次に掲げる事項について教

育を行い、審判員を養成する。

(13.12.26)(14.11.21)(20.4.1)

（１）小型自動車競走に関する諸規則及び審判に必要な知識

(14.11.21)(20.4.1)

（２）審判実務に関する基本的事項

(14.11.21)(20.4.1)

２ 前項の養成の課程、期間、場所及び費用負担の方法その他必要な事項は、別

に定める。

(14.11.21)

３ 本財団は、第１項の養成に関する実務の一部を法第４２条第１項の指定を受

けた法人（以下「競走実施法人」という。）に委託することができる。

(14.11.21)(20.4.1)
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第２節 審判員の資格検定及び登録並びに登録更新検定

及び更新登録並びに登録消除 (13.12.26)(20.4.1)(2021.5.21)

（適用）

第４条 本財団は、登録規則によるほか本節の定めるところにより審判員の資格

検定、登録並びに登録更新検定及び更新登録並びに登録消除を行う。

(40.1.1)(13.12.26)(20.4.1)

（資格検定）

第５条 本財団は、第３条第１項の教育を受けた者であって様式１による審判員

資格検定申請書に次に掲げる書類を添付して登録の申請をした者に対し、審判

員資格検定を行う。

(52.3.29)(13.12.26)(20.4.1)

（１）履歴書

(13.12.26)

（２）住民票記載事項の証明書

(52.3.29)

（３）健康診断書

(52.3.29)

（４）写真

(52.3.29)

（５）競走実施法人の推薦書

(20.4.1)

（検定料）

第６条 本財団は、審判員資格検定の受検者から、実費を勘案して別に定め

る検定料を徴収する。

(20.4.1)

２ 前項の検定料は、審判員資格検定申請書を受理するときに徴収するものとす

る。

(20.4.1)

（資格検定の科目）

第７条 審判員資格検定の検定科目は、身体検査、技能検定、学力検定及び人物

検定とする。

(13.12.26)
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（身体検査）

第８条 身体検査は、本財団が指定する医師により行い、付表１の「審判員身体

検査合格基準」で定める検査項目について行う。

(45.1.1)(13.12.26)(20.4.1)

（技能検定）

第９条 技能検定は、次に掲げる科目について行う。

(13.12.26)(20.4.1)

（１）審判実技

（２）審判用機器の取扱い

（学力検定）

第１０条 学力検定は、次に掲げる科目について筆記により行う。

(44.4.1)(13.12.26)(20.4.1)

（１）小型自動車競走に関する諸法規

(20.4.1)

（２）小型自動車の主要部品の名称、構造及び性能

(13.12.26)(20.4.1)

（３）その他審判員として必要な事項

(20.4.1)

（人物検定）

第１１条 人物検定は、社会常識及び審判員としての心得について口頭試問によ

り行う。

(13.12.26)(20.4.1)

（資格検定の合格基準）

第１２条 審判員資格検定の合格基準は、次のとおりとする。

(20.4.1)

（１）身体検査は、付表１の「審判員身体検査合格基準」に適合している

こと。

(20.4.1)

（２）技能検定は、公正な審判を行うに適当と認められること。

(20.4.1)

（３）学力検定は各科目が６０点（１００点満点）以上の成績であって、かつ

公正な審判を行うに適当と認められる学力を有すること。

(20.4.1)
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（４）人物検定は、公正な審判を行うに適当と認められること。

(20.4.1)

（登録等）

第１３条 本財団は、審判員資格検定に合格した者を審判員として審判員登録簿

に登録し、審判員登録証を交付する。

(13.12.26)(20.4.1)

２ 本財団は、登録規則第４条の規定に基づき、様式２による審判員登録証記載

事項変更届出書が提出された審判員についてその登録簿の記載事項を変更し、

審判員登録証を交付する。

(13.12.26)(20.4.1)

３ 前項の規定による審判員登録証記載事項変更届出書の変更事項が、婚姻、養

子縁組その他の事由（以下「婚姻等」という。）による戸籍上の氏の変更であ

って、氏の変更後も引き続き婚姻等の前の戸籍上の氏（以下「旧姓」という。）

の使用を希望する場合の旧姓継続使用申請書は、様式２の２による。

(2021.5.21)

４ 本財団は、登録規則第６条の規定に基づき、様式３による審判員登録証再交

付申請書が提出された審判員に対し、審判員登録証を交付する。

(13.12.26)(20.4.1)(2021.5.21)

５ 本財団は、前項の規定により審判員登録証を交付したときは、再交付を申請

した者から実費を勘案して別に定める手数料を徴収する。

(20.4.1)(2021.5.21)

（審判員登録更新検定）

第１４条 本財団は、登録規則第４条の規定に基づき、登録の有効期間満了の２

月前までに様式４による審判員登録更新申請書を提出した審判員に対し、登録

の有効期間満了までの間に審判員登録更新検定を行う。

(40.1.1)(13.12.26)(20.4.1)

（更新検定の科目）

第１５条 前条に定める審判員登録更新検定の検定科目は、身体検査及び技能検

定とする。

(13.12.26)(20.4.1)

２ 身体検査は、本財団が指定する医師により行い、付表２の「審判員更新検定

身体検査合格基準」で定める検査項目について行う。

(45.1.1)(49.4.18)(13.12.26)(20.4.1)



1-6

３ 技能検定は、次に掲げる科目について行う。

(13.12.26)(20.4.1)

（１）審判実技

（２）審判用機器の取扱い

(13.12.26)

（更新検定の合格基準）

第１６条 審判員登録更新検定の合格基準は、次のとおりとする。

(20.4.1)

（１）身体検査は、付表２の「審判員更新検定身体検査合格基準」に適合して

いること。

(20.4.1)

（２）技能検定は、公正な審判を行うに適当と認められること。

(20.4.1)

（延期の申請）

第１７条 審判員は、本財団がやむを得ないと認める理由により、本財団の指定

する期日に審判員登録更新検定を受けることができないときは、その期日の延

期を申請することができる。

(13.12.26)(20.4.1)

２ 前項の審判員登録更新検定の延期の申請は、様式５による審判員登録更新検

定延期申請書により行うものとし、傷病を理由とするときは、医師の診断書を

添付しなければならない。

(13.12.26)(20.4.1)

３ 本財団は、審判員登録更新検定の延期の申請の理由が正当にしてやむを得な

いと認めたときは、その延期を認め、改めて検定期日を指定する。

(13.12.26)(20.4.1)

（登録の更新）

第１８条 本財団は、審判員登録更新検定に合格した者に限り登録を更新し、審

判員登録証を交付する。

(13.12.26)(20.4.1)

（競走実施法人の協力）

第１９条 本財団は、審判員の登録資格検定及び登録更新検定の実施に当たって

競走実施法人に協力を求めることができる。

(13.12.26)(20.4.1)

（登録の消除）

第２０条 本財団は、審判員が次の各号のいずれかに該当する場合は、登録規則
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第１３条の規定に基づき、その登録を消除する。

(40.1.1)(13.12.26)(20.4.1)

（１）登録の消除を申請したとき。

(40.1.1)

（２）登録の更新を受けなかったとき。

(40.1.1)(13.12.26)

（３）死亡したとき。

(40.1.1)

（４）禁固以上の刑に処せられたとき。

(40.1.1)

（５）法の規定に違反して罰金に処せられたとき。

(40.1.1)(13.12.26)(20.4.1)

２ 前項第１号の登録消除の申請は、様式６による審判員登録消除申請書による。

(20.4.1)

第２１条 本財団は、審判員が次の各号のいずれかに該当する場合は、登録規則

第１４条の規定に基づき、その登録を消除する。

(40.1.1)(13.12.26)(20.4.1)

（１）審判員登録証の記載事項に変更があったときにおける登録規則第４条に

規定する届出を怠り、又は虚偽の届出をしたとき。

(40.1.1)(10.12.25)(13.12.26)

（２）不正な方法により審判員資格検定又は審判員登録更新検定を受けたこと

が明らかになったとき。

(40.1.1)(13.12.26)

（３）審判に関し不正な行為をしたとき。

(40.1.1)

（４）審判成績が不良であるとき。

(40.1.1)

（５）身体に故障を生じ審判の能力を欠くに至ったと認められるとき。

(40.1.1)(13.12.26)

（６）１年以上引続き審判業務に従事せず、かつ、この間本財団の行う審判員

の訓練を受けなかったとき。
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(40.1.1)(13.12.26)(20.4.1)

（７）審判に関し職務上の義務に著しく違反し、又は甚だしく職務を怠ったと

き。

(13.12.26)

（８）自己の不注意により競走に重大な支障を来したとき。

(40.1.1)(13.12.26)

（９）甚だしく審判員の体面を汚す行為をしたとき。

(40.1.1)(13.12.26)(20.4.1)

（１０）前各号に掲げるもののほか、公正な審判を行うに不適当と認められる

理由があるとき。

(45.1.1)(13.12.26)

（情状の酌量）

第２２条 本財団は、審判員が前条第１号及び第６号から第１０号までのいずれ

かに該当する場合においても、情状に酌量すべきものがあるときは、登録を消

除しないことができる。

(40.1.1)(45.1.1)(13.12.26)(20.4.1)

（登録消除審議委員会）

第２３条 登録規則第１４条の規定による審判員の登録の消除は、小型自動車競

走登録消除審議委員会（以下「審議委員会」という。）の答申に基づき、これ

を行う。

(40.1.1)(45.1.1)(13.12.26)(20.4.1)

第２４条 審議委員会は、本財団の常勤の理事全員（会長を除く。）で組織する。

(45.1.1)(13.12.26)(20.4.1)

２ 審議委員会に委員長を置き、本財団の専務理事をもって、これに充てる。

(45.1.1)(13.12.26)(20.4.1)(26.3.28)

３ 専務理事を欠くときは、審議委員会に出席した本財団の常勤の理事全員の互

選により、委員長を定める。(24.4.6)(26.3.28)

４ 委員長は、会務を総理する。

(45.1.1)(20.4.1)

５ 委員長に事故があるときは、あらかじめ委員長が指名する者がその職務を代

理する。

(45.1.1)(20.4.1)(24.4.6)

６ 審議委員会の審議に関し必要な事項は、別に定める。
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(45.1.1)(20.4.1)

（調査書の作成）

第２５条 本財団は、審判員が第２１条各号のいずれかに該当するおそれがある

と認めたときは、当該審判員について必要な調査を行い、その調査に基づいて

調査書を作成し、これを審議委員会に提出する。

(40.1.1)(13.12.26)(20.4.1)

（競走実施法人等に対する報告の請求）

第２６条 本財団は、審判員が第２１条各号のいずれかに該当するおそれがある

と認めたときは、競走実施法人その他関係者に対し、当該審判員に係る報告を

求めることができる。

(40.1.1)(13.12.26)(20.4.1)

（関係者の招致）

第２７条 本財団は、審判員が第２１条各号のいずれかに該当するおそれがある

と認めたときは、当該審判員及び関係者に対し、事情聴取のための出頭を求め

ることができる。

(13.12.26)(20.4.1)

（聴聞）

第２８条 本財団は、第２１条各号の規定に基づき、審判員の登録の消除を審議

委員会に諮ろうとするときは、当該審判員に対し、あらかじめ行政手続法（平

成５年法律第８８号）の規定に基づく聴聞を行う。

(45.1.1)(13.12.26)(20.4.1)

２ 本財団は、前項の聴聞の聴聞調書及び報告書を、審議委員会に提出する。

(13.12.26)(20.4.1)

３ 聴聞の手続に関し必要な事項は、別に定める。

(13.12.26)(20.4.1)

（登録消除の通知）

第２９条 本財団は、登録規則第１４条の規定に基づき審判員の登録を消除した

ときは、理由を付してその旨を当該審判員に通知する。

(45.1.1)(13.12.26)(20.4.1)

（招致した者に対する費用）

第３０条 本財団が調査（次条に規定する異議申立て及び第115条に規定するあ

っせんの停止に関する調査を含む。）のため招致した関係者の交通費、宿泊料
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及び日当は、本財団が負担する。

(12.12.22)(20.4.1)

（異議申立て）

第３１条 登録規則第１４条の規定に基づき審判員の登録を消除された審判員

から行政不服審査法（昭和３７年法律第１６０号）による異議申立てがあった

場合の当該異議申立てに対する決定は、次条第１項の規定に基づき異議申立て

を却下する場合を除き、第２３条に規定する審議委員会の答申に基づき、これ

を行う。

(40.1.1)(45.1.1)(13.12.26)(20.4.1)

２ 前項の異議申立てを審議するときは、第２４条第１項の委員のほか、特別委

員２人以内を置く。

(45.1.1)(20.4.1)

３ 特別委員は、学識経験のある者のうちから任期を定めて会長が委嘱する。

(45.1.1)(20.4.1)

第３２条 前条の異議申立てをした者が行政手続法第２７条第２項ただし書に

規定する者でないとき、又は当該異議申立てが行政不服審査法に規定する期間

経過後にされたものであるとき、その他不適法であるときは、本財団は、決定

で、当該異議申立てを却下する。

(40.1.1)(45.1.1)(20.4.1)

２ 異議申立てに理由がないと認めるときは、本財団は、決定で、当該異議申立

てを棄却する。

(40.1.1)(45.1.1)(20.4.1)

３ 異議申立てに理由があると認めるときは、本財団は、決定で、当該登録消除

を取り消す。

(45.1.1)(20.4.1)

（決定の通知）

第３３条 本財団は、前条に定める決定をしたときは、理由を付して、当該異議

申立人に、その旨を通知する。

(45.1.1)(13.12.26)(20.4.1)

（検定及び登録の細則）

第３４条 審判員の資格検定及び登録、登録更新検定及び更新登録に関する細則

については、別に定める。
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(40.1.1)(13.12.26)(20.4.1)

（公示）

第３５条 本財団は、登録規則第３条の規定による審判員の登録若しくは消除又

は記載事項の変更をしたときは、その旨を本財団の発行する会報に掲載す

る。

(20.4.1)

第３節 訓練

（訓練）

第３６条 本財団は、審判員に対し、人格、識見及び技術の向上を主眼とした訓

練を毎年１回以上行う。

(13.12.26)(14.11.21)(20.4.1)

２ 前項の訓練に関する業務の一部を競走実施法人に委託することができる。

(14.11.21)(20.4.1)

３ 第１項の訓練の課程、期間、場所及び費用負担の方法その他必要な事項は、

別に定める。

(14.11.21)(20.4.1)

第３章 開催執務員の養成及び訓練に関する業務

(13.12.26)(20.4.1)

（養成及び訓練）

第３７条 本財団は、必要と認めるときは、審判員以外の開催執務員の養成及び

訓練を行う。

(12.12.22)(13.12.26)(20.4.1)

２ 本財団は、前項の養成及び訓練に関する業務の一部を競走実施法人に委託す

ることができる。

(12.12.22)(13.12.26)(14.11.21)(20.4.1)

３ 第１項の養成及び訓練の課程、期間、場所及び費用負担の方法その他必要な

事項は、別に定める。

(14.11.21)(20.4.1)
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第４章 小型自動車競走選手に関する業務

第１節 養成

（養成）

第３８条 本財団は、本財団が設置するオートレース選手養成所（以下「選手養

成所」という。）において選手の養成を行う。

(13.12.26)(20.4.1)

（募集及び募集方法）

第３９条 本財団は、選手養成所に入所する選手候補生を募集する。

(20.4.1)

２ 本財団は、前項の募集を行う場合は、次に掲げる事項を記載したオートレー

ス選手候補生募集要綱を定め、これは入所試験開始の日の１月前までに本財団

が発行する会報及びホームページに掲載する。

(18.12.27)(20.4.1)

（１）応募者の資格

(20.4.1)

（２）募集人員

(20.4.1)

（３）応募の手続

(20.4.1)

（４）入所試験の科目及び方法

(20.4.1)

（５）入所試験の実施日時及び場所

(20.4.1)

（６）合格者の発表の期日及び方法

(20.4.1)

（入所試験）

第４０条 選手養成所入所試験は、一般入所試験（以下「一般試験」という。）

及び特例入所試験（以下「特例試験」という。）とする。

(20.4.1)

（応募資格）

第４１条 一般試験及び特例試験の応募資格は、次のとおりとする。
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(20.4.1)

（１）一般試験の応募資格は、次に該当する者とする。

(20.4.1)

ア 本財団が別に定める期日において、満１６歳以上の者

(20.4.1)

イ 道路交通法（昭和３５年法律第１０５号）第８４条に定める第１種運

転免許証（以下「運転免許証」という。）を有する者

(20.4.1)

ウ 体重６０キログラム以下の者

(20.4.1)

エ 両眼とも裸眼視力０．６以上、又は矯正視力１．０以上で、色覚が正

常である者

(20.4.1) (2020.12.21)

オ 選手養成所の選手候補生として適当でない事実がない者

(20.4.1)

（２）特例試験の応募資格は、次に該当する者とする。

前号に掲げる事項（但し、前号ウ中「体重６０キログラム」とあるのは

「体重６５キログラム」と読み替えるものとする。）に該当し、かつ本財

団が別に定める期間において、次のいずれかに該当する者とする。

(20.4.1)

ア 二輪モータースポーツ(国際モーターサイクリズム連盟（FIM）公認の

ロードレース世界選手権や一般財団法人日本モーターサイクルスポー

ツ協会（MFJ）主催又は公認の全日本ロードレース選手権等)において優

秀な成績を収めた者

(20.4.1)(21.9.24)(2020.12.21)

イ スポーツ競技の世界大会又は全国大会において優秀な成績を納めた

者（21.9.24）(2020.12.21)

上記アの二輪モータースポーツ及びイのスポーツ競技において優秀な

成績を収めた者については、別に定める。
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(2020.12.21)

（入所試験の応募）

第４２条 本財団は、選手養成所入所願書に次に掲げる書類を添えて応募した者

に対し、入所試験を行う。

(52.3.29)(13.12.26)(20.4.1)

（１）履歴書

（２）住民票記載事項の証明書

(52.3.29)

（３）健康診断書

(52.3.29)

（４）写真

(52.3.29)

（５）運転免許証の番号及び免許の種類を記載した書類

(52.3.29)(20.4.1)

（受験料）

第４３条 本財団は、入所試験の受験者から別に定める受験料を徴収する。

(20.4.1)

（試験科目）

第４４条 一般試験及び特例試験の試験科目は、それぞれ次のとおりとする。

(13.12.26)(18.12.27)(20.4.1)

（１）一般試験

身体検査、技能試験、適性試験、体力試験及び人物考査とする。

(20.4.1)

（２）特例試験

身体検査、技能試験、適性試験（一部免除）、体力試験及び人物考査と

する。

(20.4.1)

（身体検査）

第４５条 身体検査は、本財団が指定する医師により、付表３の「選手身体検査

合格基準」で定める検査項目について行う。

(45.1.1)(13.12.26)(20.4.1)
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（技能試験）

第４６条 技能試験は、小型自動車を４，０００メートル以上運転させて行う。

(13.12.26)(20.4.1)

（適性試験）

第４７条 適性試験は、本財団が委嘱する専門機関によって次に掲げる科目につ

いて行う。

(13.12.26)(20.4.1)

（１）一般知能検査

（２）特殊技能検査

（体力試験）

第４８条 体力試験は、選手養成所の選手候補生としての体力の有無について行

う。

(20.4.1)

（人物考査）

第４９条 人物考査は、選手養成所の選手候補生としての適格性の有無について

行う。

(13.12.26)(20.4.1)

（合格者の決定）

第５０条 選手養成所入所試験の合格者の決定は、本財団の会長が選手養成所入

所試験委員会（以下「入試委員会」という。）の選考の結果に基づき行う。

(20.4.1)

２ 前項の入試委員会に関し、必要な事項は、別に定める。

(20.4.1)

（合格の取消等）

第５１条 本財団は、不正な方法、手段によって入所試験を受け、又は受けよう

とした者については、合格の決定を取り消し、又はその試験を受けさせないも

のとする。

(20.4.1)

（入所試験の細則）

第５２条 入所試験に関する細則については、別に定める。

(20.4.1)

（養成期間、教育科目等）

第５３条 本財団は、選手養成所において６月以上の期間、第４０条に規定する

入所試験に合格した者に対して、次に掲げる科目について教育を行う。
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(52.3.29)(20.4.1)

（１）学科

ア 法並びに関係諸法規

(13.12.26)

イ 自動車工学及び電気工学その他小型自動車に関する事項

ウ 競走ルールその他競走に関する事項

エ その他選手として必要な事項

（２）教養

ア 一般社会常識及び選手心得

(13.12.26)

イ 精神修養

（３） 実科

ア 操縦実技

イ 小型自動車の分解、組立て及び修理

(13.12.26)

（４） 見学

ア 小型自動車競走その他スポーツの見学

(13.12.26)

イ 自動車工場等の見学

２ 本財団は、選手養成所を卒業した者に対して卒業証書を授与する。

(20.4.1)

（教育の細則）

第５４条 教育に関する細則は、別に定める。

（競走実施法人等の協力）

第５５条 本財団は、選手養成の実施に当たって、競走実施法人及び一般社団法

人全日本オートレース選手会（以下「全オ選」という。）に協力を求めること

ができる。

(13.12.26)(20.4.1)

（教育の費用等）

第５６条 選手候補生は、食費その他教育に要する費用の実費の一部を負担する

ものとする。ただし、選手養成所教育課程を修了したとき又は本財団が認めた

ときはこの費用を免除することができる。(13.12.26)(20.4.1)(2023.6.22)

２ 本財団は、前項の費用を別に定める貸費制度により貸与することができる。

(13.12.26)(20.4.1)
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第２節 選手の資格検定及び登録、更新登録並びに登録消除

(45.1.1)(13.12.26)(2021.5.21)

（適用）

第５７条 本財団は、登録規則によるほか本節の定めるところにより選手の資格

検定及び登録、更新登録並びに登録消除を行う。

(40.1.1)(45.1.1)(13.12.26)(20.4.1)

（資格検定）

第５８条 本財団は、選手養成所教育課程の修了者又は修了見込者であって様式

７による選手資格検定申請書により申請をした者に対し、選手資格検定を行う。

(40.1.1)(13.12.26)(20.4.1)

（検定料）

第５９条 本財団は、選手資格検定の受検者から、実費を勘案して別に定める

検定料を徴収する。

(20.4.1)

２ 前項の検定料は、選手資格検定申請書を受理するときに徴収するものとす

る。

(20.4.1)

（資格検定の科目）

第６０条 第５８条に定める選手資格検定の科目は、身体検査、学力検定、技能

検定及び人物検定とする。

(13.12.26)(20.4.1)

２ 身体検査は、本財団が指定する医師により行い、付表３の「選手身体検査合

格基準」で定める検査項目について行う。

(45.1.1)(13.12.26)(20.4.1)

３ 学力検定は、第５３条第１項第１号に定める学科のうち必要と認める事項に

ついて筆記試験により行う。

(13.12.26)(20.4.1)

４ 技能検定は、走行技能及び競走車の整備技能について行う。

(13.12.26)(20.4.1)

５ 人物検定は、小型自動車競走選手としての適格性の有無について行う。

(13.12.26)(20.4.1)

（資格検定の合格基準）

第６１条 選手資格検定の合格基準は、次のとおりとする。

(13.12.26)(20.4.1)

（１）身体検査は、付表３の「選手身体検査合格基準」に適合していること。
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(45.1.1)(13.12.26)(20.4.1)

（２）学力検定は、受験各科目が６０点（１００点満点）以上の成績であるこ

と。

(20.4.1)

（３）技能検定は、次のとおりとする。

ア 走行技能は、運転の１００メートル当たりの平均所要時間が付表４の

「選手技能検定合格基準」に適合し、かつ、安全な競走を行うに適する

技能を有すると認められること。

(45.1.1)(13.12.26)(20.4.1)

イ 整備技能は、完全に競走車を分解して組立てを行う技能を有すると認

められること。

(13.12.26)

（４）人物検定は、公正かつ安全な競走を行うに適すると認められること。

(13.12.26)(20.4.1)

（登録等）

第６２条 本財団は、選手資格検定に合格した者を選手として選手登録簿に登録

し、選手登録証を交付する。

(13.12.26)(20.4.1)

２ 本財団は、登録規則第４条の規定に基づき、様式８による選手登録証記載事

項変更届出書が提出された選手についてその登録簿の記載事項を変更し、選手

登録証を交付する。

(13.12.26)(18.12.27)(20.4.1)

３ 前項の規定による選手登録証記載事項変更届出書の変更事項が、婚姻等によ

る戸籍上の氏の変更であって、選手が小型自動車競走への参加にあたり、氏の

変更後も引き続き旧姓の使用を希望する場合の旧姓継続使用申請書は、様式８

の２による。

(29.12.8)(2021.5.21)

４ 本財団は、登録規則第６条の規定に基づき、様式９による選手登録証再交付

申請書が提出された選手に対し、選手登録証を交付する。

(20.4.1)

５ 本財団は、前項の規定により選手登録証を交付したときは、再交付を申請し

た者から実費を勘案して別に定める手数料を徴収する。

(13.12.26)(18.12.27)(20.4.1)

（競走成績の審査）

第６３条 本財団は、登録した選手の競走成績を２年ごとに１回審査する。
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(45.1.1)(47.1.1)(50.5.17)(59.7.1)(20.4.1)

２ 前項の審査の対象とする期間（以下「審査期間」という。）は、１月１日に

始まり翌年の１２月３１日に終わる。

(50.5.17)(59.7.1)

３ 第１項の競走成績は、付表５の「登録審査用競走成績算定方法」の定めによ

り平均競走得点を算出し、その数値の大きい方を上位として順位を表す。

なお、当該審査期間における出場回数（番組編成された回数。ただし、競走

が中止順延された回数を除く。以下「出場回数」という。）がやむを得ない理

由により３６回に満たない選手及び第１２４条に該当する選手であって長期

欠場後の初めての競走への出場が審査期間満了年の６月１日以降であり、出場

回数が３６回以上の者については、順位の決定から除外する。

(45.1.1)(59.7.1)(10.12.25)(13.12.26)(18.12.27)(20.4.1)

４ 前項のやむを得ない理由は、次に掲げる期間の合計（重複する期間がある場

合は、重複して計算しないものとする。）が１年間以上であることをいう。

(59.7.1)(13.12.26)(20.4.1)

（１）傷病のための治療及び療養期間

(13.12.26)

（２）全オ選の常勤役員である期間

(13.12.26)(18.12.27)(20.4.1)

（３）本財団の指定により選手養成又は訓練に専従していた期間

(18.12.27)(20.4.1)

（４）第７０条第４項又は第１１４条第１項（第５号を除く。）の規定による

出場あっせん保留中及び第１１５条の規定による出場あっせん停止中の

期間

(13.12.26)(14. 3.22)(18.12.27)(20.4.1)

（５）小型自動車競走施行者（以下「施行者」という。）が定める競走の実施

に関する規程（以下「実施規則」という。）に基づく制裁審議会の決定に

よる出場停止中の期間

(13.12.26)(18.12.27)

（審査の除外）

第６４条 選手が次の各号のいずれかに該当する場合は、前条の審査の対象とし
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ない。

(45.1.1)(50.5.17)(13.12.26)(20.4.1)

（１）新たに登録された後、初めて出走した年の翌年の１２月３１日までの期

間を経過しなかったとき。

(45.1.1)(50.5.17)(59.7.1)(13.12.26)

（２）別に定める「競走車乗り替わり基準」により１級車への乗り替わりに制

約を受けている期間

(45.1.1)(47.1.1)(59.7.1)(11.10.13)

（３）１級車乗り替わり後、翌年の１２月３１日までの期間

(26.12.19)

（４）審査期間の３分の２以上に相当する期間について全オ選会長に在任して

いた者

(11.10.13)(13.12.26)

（競走成績の審査除外）

第６５条 本財団が特に指定した競走は、第６３条の競走成績の対象から除外す

る。

(59.7.1)(18.12.27)(20.4.1)(24.12.13)

（登録の更新）

第６６条 選手は、登録の更新を受けようとするときは、登録規則第４条の規定

に基づき、その登録の有効期間の満了の２月前までに様式１０による選手登録

更新申請書により登録更新の申請をするものとする。

(40.1.1)(45.1.1)(13.12.26)(20.4.1)

２ 本財団は、前項により選手登録更新申請書が提出された選手について、当該

選手が第６２条の選手登録簿に登録されている選手であり、かつ、その記載事

項に相違がないと認めるときは、その選手の登録を更新し、選手登録証を交付

する。

(45.1.1)(13.12.26)(20.4.1)

（競走実施法人の協力）

第６７条 本財団は、選手の資格検定の実施に当たって競走実施法人に協力を求

めることができる。
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(13.12.26)(20.4.1)

（登録の消除）

第６８条 本財団は、選手が次の各号のいずれかに該当する場合は、登録規則第

２０条の規定に基づき、その登録を消除する。

(40.1.1)(13.12.26)(20.4.1)

（１）登録の消除を申請したとき。

(40.1.1)(13.12.26)

（２）登録の更新を受けなかったとき。

(40.1.1)(13.12.26)

（３）死亡したとき。

(40.1.1)(13.12.26)

（４）禁固以上の刑に処せられたとき。

(40.1.1)(13.12.26)

（５）法の規定に違反して罰金に処せられたとき。

(40.1.1)(13.12.26)(20.4.1)

２ 前項第１号の登録消除の申請は、様式１１による選手登録消除申請書による。

(20.4.1)

第６９条 本財団は、選手が次の各号のいずれかに該当する場合は、登録規則第

２１条の規定に基づき、その登録を消除する。

(40.1.1)(50.5.17)(13.12.26)(20.4.1)

（１）選手登録証の記載事項に変更があったときにおける登録規則第４条に規

定する届出を怠り、又は虚偽の届出をしたとき。

(40.1.1)(52.3.29)(10.12.25)(13.12.26)

（２）不正な方法により選手資格検定又は選手登録更新を受けたことが明らか

になったとき。

(40.1.1)(45.1.1)(52.3.29)(20.4.1)

（３）第６３条第３項の規定に基づく競走成績の平均競走得点が４０点未満に

なったとき。

(18.12.27)(20.4.1)(30.11.27)

（４）前号に該当する者を除き、第６３条第３項の規定に基づく順位が下位か

ら１５までの順位になったとき。ただし、当該審査期間において登録を消

除された者（前審査において登録規則第２１条第４号に該当するとされた
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者を除く。）がいたときは、当該登録消除者数に相当する数を１５から減

じて適用するものとする。

(45.1.1)(47.1.1)(50.5.17)(59.7.1)(10.12.25)(18.12.27)(20.4.1)(30.11.27)

（５）本財団が毎年１回、付表６の「選手身体検査基準」の定めに基づいて行

う身体検査において、身体に故障があり、競走能力を欠くに至ったと認め

られたとき、又は正当な理由がないのに身体検査を受けなかったとき。

(45.1.1)(49.4.18)(52.3.29)(13.12.26)(18.12.27)(20.4.1)

（６）正当な理由がないのに１年以上引き続き小型自動車競走に出場しなかっ

たとき。

(45.1.1)(52.3.29)(59.7.1)(18.12.27)

（７）競走に関し、不正協定の申込みをし、又はその協定を受諾し、若しくは

その協定を実行したとき。

(45.1.1)(52.3.29)(18.12.27)

（８）競走に関する不正な行為について謀議し、又は不正な行為の申込みを受

けてこれを受諾し、若しくは実行したとき。

(45.1.1)(52.3.29)(18.12.27)

（９）競走に関する不正な行為の申込み、又は受諾について仲介し、若しくは

申込み、受諾又は実行をほう助したとき。

(45.1.1)(52.3.29)(13.12.26)(18.12.27)

（１０）競走に関し、不正の目的をもって他人と連絡し、又は他人に対し情報

を提供したとき。

(45.1.1)(52.3.29)(18.12.27)

（１１）競走に関し、不正の目的をもって他の選手に対し暴行し、脅迫し、又

は財物その他の利益を与え、若しくは与えることを約束したとき。

(45.1.1)(52.3.29)(18.12.27)

（１２）競走に関し、財物その他の利益を受け、又は受けることを約束したと

き。

(40.1.1)(45.1.1)(52.3.29)(18.12.27)(20.4.1)

（１３）競走において、不正の目的をもって自己の全能力を発揮せず、又は他

の選手の全能力を発揮させなかったとき。

(40.1.1)(45.1.1)(52.3.29)(13.12.26)(18.12.27)

（１４）不正の目的をもって他の選手の競走を妨害その他の方法により不利に
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し、又は有利に導いたとき。

(40.1.1)(45.1.1)(52.3.29)(13.12.26)(18.12.27)

（１５）甚だしく選手の体面を汚す行為をしたとき。

(13.12.26)(18.12.27)

（１６）小型自動車競走に参加して、競走車が競走車（２輪車）構造基準（平

成２０年４月１日 平成２０・０４・０１製第１９号。以下「構造基準」

という。）に違反することが明らかになったとき。

(5.10.1)(13.12.26)(18.12.27)(20.4.1)

（１７）前各号に掲げるもののほか、公正かつ安全な競走を行うに不適当と認

められる理由があるとき。

(45.1.1)(52.3.29)(5.10.1)(13.12.26)(18.12.27)

２ 前項第３号及び第４号に基づく登録消除の日は、審査期間満了日の翌年の

３月末日とする。

(59.7.1)(13.12.26)(18.12.27)

（身体検査の延期）

第７０条 前条第１項第５号の期日に選手が身体検査を受けることができない

ときは、身体検査の延期を申請することができる。

(45.1.1)(13.12.26)(20.4.1)

２ 前項の身体検査の延期の申請は、様式１２による選手身体検査延期申請書に

より行うものとし、傷病を理由とするときは、医師の診断書を添付しなければ

ならない。

(45.1.1)(20.4.1)

３ 本財団は、前項の身体検査の延期の申請の理由が傷病その他正当にしてやむ

を得ないと認めたときは、これを延期し、当該延期の理由が消滅した後、改め

て期日を指定して身体検査を行う。

(45.1.1)(13.12.26)(20.4.1)

４ 本財団は、前項により身体検査の延期を認めた選手について、当該選手が改

めて身体検査を受ける日まで、出場あっせんを保留する。

(45.1.1)(13.12.26)(20.4.1)

（正当な理由）

第７１条 第６９条第１項第６号に規定する正当な理由は、次のとおりとする。
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(45.1.1)(18.12.27)(20.4.1)

（１）全オ選の常勤役員であること。

(45.1.1)(13.12.26)

（２）本財団の指定により、選手の養成又は訓練に従事する者であること。

(45.1.1)(13.12.26)(20.4.1)

（３）競走能力回復見込のある傷病者であること。

(45.1.1)

（４）第７０条第４項及び第１１４条の規定による出場あっせん保留中の者並

びに第１１５条の規定による出場あっせん停止中の者であること。

(45.1.1)(13.12.26)(20.4.1)

（５）実施規則に基づく制裁審議会の決定による出場停止中の者であること。

(13.12.26)

（情状の酌量）

第７２条 本財団は、第６９条第１項第１号及び第７号から第１７号までのいず

れかに該当する場合においても、情状に酌量すべきものがあるときは、登録を

消除しないことができる。

(40.1.1)(45.1.1)(5.10.1)(13.12.26)(18.12.27)(20.4.1)

（消除の決定）

第７３条 第６９条第１項各号の規定に基づく選手の登録の消除は、審議委員会

の答申に基づき、これを行う。

(40.1.1)(45.1.1)(13.12.26)(20.4.1)

（選手資格審査会）

第７４条 本財団は、前条により審議委員会に付議するに当たり、登録消除の事

由の有無に関し、専門的知識と判断が必要であると認めるときは、あらかじめ

小型自動車競走選手資格審査会（以下「選手資格審査会」という。）において

審査させる。

(20.4.1)

第７５条 選手資格審査会は、委員４人で組織する。

(20.4.1)

２ 委員は、次に掲げる者とする。

(20.4.1)

（１）本財団の理事 １人
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（２）全国小型自動車競走施行者協議会（以下「全動協」という。）が推薦す

る者 １人

（３）全国小型自動車競走実施法人協議会（以下「全実協」という。）が推薦

する者 １人

（４）全オ選が推薦する者 １人

３ 委員は、本財団の会長が委嘱する。

(20.4.1)

４ 選手資格審査会に委員長を置き、委員の互選により、これを定める。

(20.4.1)

５ 委員長は、会務を総理する。

(20.4.1)

６ 委員長に事故があるときは、あらかじめ委員長が指名する委員が、その職務

を代理する。

(20.4.1)

７ 選手資格審査会の審査に関し必要な事項は、別に定める。

(20.4.1)

（準用）

第７６条 第２５条から第２９条までの規定は、選手の登録消除について準用し、

第３１条から第３３条までの規定は、選手の登録消除に対する異議申立てにつ

いて準用する。この場合において、第２５条から第２８条中「第２１条各号」

とあるのは「第６９条第１項各号」と、第２９条及び第３１条中「登録規則第

１４条」とあるのは「登録規則第２１条」と読み替えるものとする。

(40.1.1)(45.1.1)(13.12.26)(20.4.1)

（検定及び登録の細則）

第７７条 選手の資格検定、登録及び更新登録に関する細則については、別に定

める。

(40.1.1)(45.1.1)(13.12.26)

（公示）

第７８条 本財団は、登録規則第３条の規定による選手の登録若しくは消除又は

記載事項の変更をしたときは、その旨を本財団の発行する会報に掲載する。

(20.4.1)
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第３節 表 彰

(10.12.25)

（表彰）

第７９条 本財団は、次の各号のいずれかに該当する選手を表彰する。

(44.4.1)(10.12.25)(20.4.1)

（１）技能品性共に優秀にして、選手の模範と認められる者

(13.12.26)

（２）小型自動車競走の進歩改善に寄与すると認められる発明、考案又は研究

を行った者

(13.12.26)(20.4.1)

（３）他の選手の死傷を防止した行為が特に顕著と認められる者

(20.4.1)

（４）１０回連続して１着となった者

(13.12.26) 

（５）１年間の競走成績が最高の者

(44.4.1)

（６）２０年以上競走に参加した者

(44.4.1)(10.12.25)

（７）新たに登録された選手のうちで最初の１年間の競走成績が最高の者

(44.4.1)

（８）その他表彰するに足ると認められる者

(10.12.25)(13.12.26)

２ 本財団は、次の各号のいずれかに該当する場合は、表彰しないことができ

る。

(10.12.25)(20.4.1)

（１）表彰を受けるべき日から起算して過去１年以内に第１１５条の規定によ

り、出場あっせんを停止されたことがあったとき。

(10.12.25)(13.12.26)(20.4.1)

（２）その他表彰することが不適当と認められる行為のあったとき。

(10.12.25)

３ 第１項の表彰に関し必要な事項は、別に定める。
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(20.4.1)

（表彰の種類）

第８０条 表彰の方法は、次のとおりとする。

(10.12.25) 

（１）賞状

（２）賞品又は賞金

(20.4.1)

第４節 訓練

(20.4.1)

（訓練）

第８１条 選手訓練は、本財団の定める計画に基づき、選手に対し、人格及び技

術の向上を主眼とした訓練を行うものとする。

(13.12.26)(14.11.21)(20.4.1)

２ 本財団は、前項の訓練に関する業務の一部を競走実施法人又は全オ選に委託

することができる。

(44.4.1)(13.12.26)(14.11.21)(20.4.1)

３ 第１項の訓練の課程、期間、場所及び費用負担の方法その他必要な事項は、

別に定める。

(14.11.21)(20.4.1)

（指導）

第８２条 本財団は、競走の公正安全を確保するため、選手に対し必要な指導を

行うことができる。

(20.4.1)

（競走実施法人の協力）

第８３条 本財団は、選手訓練の実施に当たって競走実施法人に協力を求めるこ

とができる。

(13.12.26)(20.4.1)



1-28

第５章 小型自動車競走に使用する小型自動車に関する業務

第１節 競走車登録検査及び登録

(13.12.26)

（適用）

第８４条 本財団は、登録規則によるほか本節の定めるところにより競走車の登

録検査及び登録を行う。

(13.12.26)(20.4.1)

（競走車登録検査）

第８５条 本財団は、様式１３による競走車登録検査申請書に様式１４による小

型自動車明細書を添付して登録が申請された競走車について競走車登録検査

を行う。

(13.12.26)(20.4.1)

（検査料）

第８６条 本財団は、競走車登録検査の申請者から、実費を勘案して別に定める

検査料を徴収する。

(20.4.1)

２ 前項の検査料は、競走車登録検査申請書を受理するときに徴収するものとす

る。

（登録検査の科目）

第８７条 第８５条に定める競走車登録検査の検査科目は、登録構造検査及び登

録性能検査とする。

(13.12.26)(20.4.1)

２ 登録構造検査は、本財団が指定する場所において行い、その結果を競走車登

録検査結果表に記入する。この場合において、申請者又は申請者の指定する者

（選手に限る。）が検査の立会いを希望する場合は、これを認める。

(13.12.26)(20.4.1)

３ 登録性能検査は、本財団が指定する場所において申請に係る競走車を本財団

が指定する者に運転させて行い、その結果を競走車登録検査結果表に記入する。

(46.7.1)(13.12.26)(20.4.1)

（登録検査の合格基準）

第８８条 競走車登録検査の合格基準は、次のとおりとする。
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(12.12.22)(13.12.26)(20.4.1)

（１）登録構造検査は、構造基準に適合していること。

(50.5.17)(12.12.22)(13.12.26)(20.4.1)

（２）登録性能検査は、１００メートル当たりの平均所要時間が、付表７の「競

走車性能検査合格基準」に適合していること。

(45.1.1)(13.12.26)(20.4.1)

（登録）

第８９条 本財団は、競走車登録検査に合格したものを競走車として競走車登録

簿に登録し、当該競走車を所有する選手に対し、競走車登録証を交付する。

(13.12.26)(20.4.1)

２ 前項の登録は、気筒容積に基づき次のとおり細別して行う。

(46.7.1)(50.5.17)(13.12.26)

２輪車

甲１級 気筒容積が５１２ＣＣを超え、１，５００ＣＣ以下のもの

甲２級 気筒容積が３５９ＣＣを超え、５１２ＣＣ以下のもの

甲３級 気筒容積が１２５ＣＣを超え、３５９ＣＣ以下のもの

乙 級 気筒容積が１２５ＣＣ以下のもの

３ 本財団は、競走車登録簿に登録された気筒容積を確認するため、必要に応じ

その測定を行う。

(46.7.1)(13.12.26)(20.4.1)

４ 本財団は、登録規則第４条の規定に基づき、様式１５による競走車登録証記

載事項変更届出書が提出された競走車についてその登録簿の記載事項を変更

し、競走車登録証を交付する。

(13.12.26)(20.4.1)

５ 本財団は、登録規則第６条の規定に基づき、様式１６による競走車登録証再

交付申請書が提出された競走車を所有する選手に対し、競走車登録証を交付す

る。

(13.12.26)(20.4.1)

６ 本財団は、前項の規定により競走車登録証を交付したときは、再交付を申請

した者から実費を勘案して、別に定める手数料を徴収する。

(20.4.1)
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第２節 競走車登録更新検査及び更新登録並びに登録消除

(13.12.26)

（適用）

第９０条 本財団は、登録規則によるほか本節の定めるところにより競走車の登

録更新検査及び更新登録並びに登録消除を行う。

(40.1.1)(13.12.26)(20.4.1)

（競走車登録更新検査）

第９１条 本財団は、登録規則第４条の規定に基づき、登録の有効期間満了の２

月前までに様式１７による競走車登録更新申請書が提出された競走車につい

て、登録の有効期間満了までの間に競走車登録更新検査を行う。

(40.1.1)(13.12.26)(20.4.1)

２ 前項の検査は、競走車を次の各号に区分して行う。

(13.12.26)

（１）現用車（登録更新の申請日から登録有効期間満了までの間に競走に使用

されるもの）

(13.12.26)

（２）準現用車（現用車を除き、登録更新の申請日前６月間に８回以上の競走

に使用されたもの）

(13.12.26)(20.4.1)

（３）前２号に掲げるもの以外のもの

(13.12.26)

（更新検査の科目）

第９２条 前条第１項に定める競走車登録更新検査の検査科目は、更新構造検査

及び更新性能検査とする。

(13.12.26)(20.4.1)

２ 更新構造検査は、本財団が指定する場所において行う。この場合において、

申請者又は申請者の指定する者（選手に限る。）が検査の立会いを希望する場

合は、これを認める。

(13.12.26)(20.4.1)

３ 更新性能検査は、本財団が指定する場所において、本財団が指定する者に運

転させて行う。

(46.7.1)(13.12.26)(20.4.1)
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（更新検査の合格基準）

第９３条 競走車登録更新検査の合格基準は、次のとおりとする。

(13.12.26)

（１）更新構造検査

競走車の検査の要領（平成２０年４月１日 平成２０・０４・０１製第

１１号）第３章第３節に規定する出場適性の検査（以下「出場適性検査」

という。）に合格すること。

(13.12.26)(20.4.1)

（２）更新性能検査

１００メートル当たりの平均所要時間が、付表７の「競走車性能検査合

格基準」の定めに適合すること。

(13.12.26)(20.4.1)

第９４条 現用車については、第９２条第２項及び第３項の規定にかかわらず、

当該競走車が使用された競走のうち本財団が指定する競走（以下本条中「指定

競走」という。）における出場適性検査の結果をもって更新構造検査の結果と

し、指定競走における１００メートル当たりの平均所要時間をもって更新性能

検査の結果とし、それぞれ合否判定を行うことができる。この場合において、

指定競走の走路が雨天又はこれに準じる走路となる場合に限り、登録更新の

申請日前の競走を更新性能検査に係る指定競走とすることができる。

(13.12.26)(20.4.1)

２ 準現用車については、第９２条第３項の規定にかかわらず、指定競走におけ

る１００メートル当たりの平均所要時間をもって更新性能検査の結果とし、合

否判定を行うことができる。

(13.12.26)(20.4.1)

３ 第９１条第２項第３号に該当し、更新構造検査に合格した競走車であって本

財団が認めるものについては、第９２条第３項の規定にかかわらず、当該競走

車の１００メートル当たりの平均所要時間の実績をもって更新性能検査の結

果とし、合否判定を行うことができる。

(13.12.26)(20.4.1)

（延期の申請）

第９５条 競走車を所有する選手は、本財団の指定する期日に競走車登録更新検

査を受けることができないときは、その期日の延期を申請することができる。
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(13.12.26)(20.4.1)

２ 前項の競走車登録更新検査の延期の申請は、様式１８による競走車登録更新

検査延期申請書によりこれを行わなければならない。

(13.12.26)(20.4.1)

３ 本財団は、競走車登録更新検査の延期の申請の理由が正当にしてやむを得な

いと認めたときは、その延期を認め、改めて検査期日を指定する。

(13.12.26)(20.4.1)

（登録の更新）

第９６条 本財団は、競走車登録更新検査に合格したものに限り登録を更新し、

当該競走車を所有する選手に対し、競走車登録証を交付する。

(13.12.26)(20.4.1)

（競走実施法人の協力）

第９７条 本財団は、競走車登録検査及び競走車登録更新検査の実施に当たって

競走実施法人に協力を求めることができる。

(13.12.26)(20.4.1)

（登録の消除）

第９８条 本財団は、登録された競走車又は登録を受けた競走車を所有する選手

が次の各号のいずれかに該当する場合は、登録規則第２７条の規定に基づき、

その登録を消除する。

(40.1.1)(13.12.26)(20.4.1)

（１）登録された競走車が滅失し、又は競走に使用することができなくなった

とき。

(13.12.26)

（２）登録を受けた競走車を所有する選手が競走車の登録の消除を申請したと

き。

(13.12.26)

（３）登録を受けた競走車を所有する選手が競走車の登録の更新を受けなかっ

たとき。

(13.12.26)(20.4.1)

（４）選手の登録が消除されたとき。

(13.12.26)(20.4.1)

２ 前項第２号の登録消除の申請は、様式１９による競走車登録消除申請書によ
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る。

(20.4.1)

第９９条 本財団は、登録を受けた競走車を所有する選手が次の各号のいずれか

に該当する場合は、登録規則第２８条の規定に基づき、その登録を消除する。

(13.12.26)(20.4.1)

（１）競走車登録証の記載事項に変更があったときにおける登録規則第４条に

規定する届出を怠り、又は虚偽の届出をしたとき。

(10.12.25)(13.12.26)(20.4.1)

（２）不正な方法により競走車登録検査又は競走車登録更新検査を受けたこと

が明らかになったとき。

(40.1.1)(13.12.26)(20.4.1)

（情状の酌量）

第１００条 本財団は、前条第１号に該当する場合においても、情状に酌量すべ

きものがあるときは、登録を消除しないことができる。

(13.12.26)(20.4.1)

（消除の決定）

第１０１条 第９９条各号の規定に基づく競走車の登録の消除は、審議委員会の

答申に基づき、これを行う。

(45.1.1)(13.12.26)(20.4.1)

（準用）

第１０２条 第２５条から第２９条までの規定は、競走車の登録の消除について

準用し、第３１条から第３３条までの規定は、競走車の登録消除に対する異議

申立てについて準用する。この場合において、第２５条から第２８条中「第２

１条各号」とあるのは「第９９条各号」と、第２９条及び第３１条中「登録規

則第１４条」とあるのは「登録規則第２８条」と読み替えるものとする。

(40.1.1)(45.1.1)(13.12.26)(20.4.1)

（検査及び登録の細則）

第１０３条 競走車の登録検査及び登録、登録更新検査及び更新登録に関する細

則については、別に定める。

(40.1.1)(13.12.26)

（公示）

第１０４条 本財団は、登録規則第３条の規定による小型自動車の登録若しくは
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消除又は記載事項の変更をしたときは、その旨を本財団の発行する会報に掲載

する。

(20.4.1)

第６章 小型自動車競走に出場する選手のあっせんに関する業務
(13.12.26)

（適用）

第１０５条 本財団は、本章の定めるところにより小型自動車競走に出場する選

手のあっせんを行う。

(13.12.26)(20.4.1)

（あっせんの依頼及び計画の作成）

第１０６条 本財団は、施行者の委託を受けて競走実施法人が提出する希望選

手・競走車名簿により出場選手数、小型自動車競走の開催内容、希望選手及び

選手の交流等を勘案して、出場あっせん計画を作成する。

(40.1.1)(13.12.26)(20.4.1)(2020.1.14)

（公正なあっせん）

第１０７条 本財団は、前条の出場選手あっせん計画の作成に当たっては、別に

定める選手出場あっせん調整基準に基づき公正にあっせんを行う。

(59.7.1)(13.12.26)(20.4.1)

（あっせんの通知及び参加申込み）

第１０８条 本財団は、出場あっせん選手を決定したときは、当該競走実施法人

に出場あっせん選手一覧表を通知し、当該選手に別に定める「あっせん通知、

参加申込み及び参加申込応諾の方式に関する事務要領（以下、「事務要領」と

いう）」に従い通知する。

(40.1.1)(13.12.26)(20.4.1)(2020.1.14)

２ 出場あっせんを受けた選手が当該小型自動車競走に出場を希望する場合は、

出場希望回答の締切日時までに事務要領に従い参加申込みを行うものとする。

(40.1.1)(13.12.26)(20.4.1)(2020.1.14)

（欠場の申出）

第１０９条 出場あっせんを受けた選手が、都合により当該小型自動車競走に出

場できない場合は、出場希望回答の締切日時までに、事務要領に従い申し出な

ければならない。
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(13.12.26) (2020.1.14)

（参加申込みの通知及び追加あっせん）

第１１０条 本財団は、出場希望回答の締切日までに到着した参加申込みを一括

して取りまとめ、これを当該施行者の委託を受けた競走実施法人に通知する。

(40.1.1)(13.12.26)(20.4.1)(2020.1.14)

２ 前項の参加申込選手数が出場あっせん選手に満たないときは、当該施行者の

委託を受けた競走実施法人の要請により選手並びに競走車の追加あっせんを

行う。

(40.1.1)(13.12.26)(20.4.1)

（あっせんの優先順位）

第１１１条 本財団は、特定選手に対する競走実施法人の希望が競合したときは、

次の優先順位に従ってあっせんを行う。

(13.12.26)(20.4.1)

（１）ＳＧ競走

(20.4.1)

（２）ＧⅠ競走

(20.4.1)

（３）ＧⅡ競走

(20.4.1)

（４）普通競走

（あっせんの調整）

第１１２条 本財団は、選手の総出場回数の適正化を図るため、６月間を期間と

した必要な調整を行うことができる。

(59.7.1)(20.4.1)

（あっせんの制限）

第１１３条 本財団は、競走実施法人と施行者とが協議した結果に基づき、やむ

を得ない理由によりあっせんされることを希望しない選手の申し出があった

場合は、当該競走実施法人が当該施行者からその実施を委託された小型自動車

競走にあっせんしない。

(45.1.1)(13.12.26)(20.4.1)

（あっせんの保留）

第１１４条 本財団は、選手に次の各号のいずれかに該当する事由が生じたとき

は、それぞれの期間当該選手に対する出場あっせんを保留することができる。
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(45.1.1)(14. 3.22)(20.4.1)

（１）法その他の法令違反容疑により捜査機関の取調べを受けたときは、その

取調べ中の期間

(40.1.1)(13.12.26)(20.4.1)

（２）法その他の法令違反容疑により起訴されたときは、罪刑確定までの期

間

(40.1.1)(13.12.26)(20.4.1)

（３）第６９条第１項第１号及び第２号並びに第７号から第１７号までの規定

に該当するおそれがあると認められる事実があって、本財団がその調査を

開始したときは、３月以内において、その調査中及び審議中の期間。

ただし、やむを得ない事由があると認められるときは、その期間を延長

することができるものとし、この期間の延長は、通じて２月を超えること

ができない。

(40.1.1)(45.1.1)(5.10.1)(13.12.26)(18.12.27)(20.4.1)

（４）身体又は精神の障害により、適正かつ安全な競走を行うことが困難であ

ると認められる者及び妊娠している者については、本財団が指定する医師

の診断により、本財団が公正安全な競走を行うに支障がないと認めるまで

の期間。ただし、妊娠している者が出産した場合、出場あっせん保留期間

は、原則として出産日から１年６月が経過した日までの期間とする。

(40.1.1)(45.1.1)(13.12.26)(20.4.1)(29.12.8)

（５）競走タイムが著しく不良で、公正かつ安全な競走を行うことが困難であ

ると認められる者については、本財団が別に定める基準の検定に合格する

までの期間

(13.12.26)(14. 3.22)(20.4.1)

（６）第８１条の規定に基づき、本財団が行う選手訓練に、正当な理由がない

のに参加しなかった者については、訓練を終了するまでの期間

(45.1.1)(13.12.26)(14. 3.22)(20.4.1)

（７）選手から第１２３条の規定に基づく届出があった期間

(45.1.1)(13.12.26)(14. 3.22)(20.4.1)

（８）前各号に掲げるもののほか、競走の公正又は安全を阻害するおそれがあ

ると認められる者については、その理由がなくなるまでの期間

(45.1.1)(13.12.26)(14. 3.22)

２ 前項第８号の適用に当たっては、小型自動車競走選手あっせん規制委員会
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（以下「あっせん規制委員会」という。）に諮らなければならない。

(45.1.1)(13.12.26)(14.3.22)(20.4.1)

３ 前２項の規定に基づき出場あっせんを保留し、又は出場あっせん保留を延長

するときは、当該選手に理由を付して、その旨を通知しなければならない。

(45.1.1)(13.12.26)(20.4.1)

（あっせんの停止）

第１１５条 本財団は、選手が次の各号のいずれかに該当する場合は、１年を限

度として、出場あっせんの停止を行う。

(40.1.1)(45.1.1)(14.3.22)(15.3.24)(20.4.1)

（１）小型自動車競走に参加して、競走に支障を来す不節制をしたとき。

(45.1.1)(13.12.26)

（２）小型自動車競走に参加して、風紀、秩序を乱す行為をしたとき。

（３）小型自動車競走に参加して、当該競走実施法人の許可なく外出し、又は

人と面会したとき。

(45.1.1)(13.12.26)(20.4.1)

（４）小型自動車競走に参加して、身体検査の際、身体の不調その他の故障を

医務員に申し出なかったとき。

(45.1.1)

（５）競走に関して、他人に情報を提供したとき。

(45.1.1)

（６）故意又は重大な過失により競走中事故を起したとき。

(45.1.1)(13.12.26)

（７）著しく敢斗精神を欠いた競走を行なったとき、又は正当な理由なく完走

しなかったとき。

(45.1.1)(13.12.26)

（８）競走中故意に他の選手の競走を妨害したとき。

(45.1.1)

（９）出場あっせんを受けた選手が、そのあっせんを辞退する場合において、

本財団にその旨を申し出なかったとき。

(45.1.1)(13.12.26)(20.4.1)

（１０）競走の運営を阻害すると認められる行為をしたとき。
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(45.1.1)

（１１）選手の体面を汚す行為をしたとき。

(22.3.18)

（１２）前各号に掲げるもののほか、公正かつ安全な競走を行うに不適当と認

められる理由があり、出場あっせん停止が適当と認められるとき。

(22.3.18)

２ 本財団は、選手が第６９条第１項第７号から第１７号までの規定に該当し、

第７２条の規定により登録を消除されなかったときは、３年を限度として、出

場あっせんの停止を行う。

(15.3.24)(18.12.27)(20.4.1)

（情状の酌量）

第１１６条 前条第１項各号のいずれかに該当する場合においても、情状に酌量

すべきものがあるときは、出場あっせんの停止を行わないことができる。

(45.1.1)(13.12.26)(20.4.1)

（出場あっせんの停止の決定）

第１１７条 第１１５条の規定に基づく選手の出場あっせんの停止は、あっせん

規制委員会の答申に基づき、これを行う。

(40.1.1)(45.1.1)(13.12.26)(20.4.1)

（あっせん規制委員会）

第１１８条 あっせん規制委員会は、委員４人で組織する。

(20.4.1)

２ 委員は、次の各号に掲げる者とする。

（１）本財団の理事 １人

（２）全動協が推薦する者 １人

（３）全実協が推薦する者 １人

（４）全オ選が推薦する者 １人

(20.4.1)

３ 委員は、本財団の会長が委嘱する。

(20.4.1)

４ あっせん規制委員会に委員長を置き、委員の互選により、これを定める。

(20.4.1)

５ 委員長は、会務を総理する。
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(20.4.1)

６ 委員長に事故あるときは、あらかじめ委員長が指名する委員が、その職務を

代理する。

(20.4.1)

７ あっせん規制委員会の審議に関し必要な事項は、別に定める。

(20.4.1)

（調査書の作成）

第１１９条 本財団は、選手に第１１５条第１項各号のいずれかに該当するおそ

れがあると認めたときは、当該選手について必要な調査を行い、その調査に基

づいて調査書を作成し、これをあっせん規制委員会に提出する。

(20.4.1)

（弁護の依頼）

第１２０条 あっせん規制委員会の審議に付される選手は、全オ選の役職員（あ

っせん規制委員会の委員を除く。）の中から自己の立場を弁護する者を依頼す

ることができる。この場合において依頼を受けた者は、あっせん規制委員会の

開催日の前日までに、書面を委員長に提出して弁護を行うものとする。

(13.12.26)(20.4.1)

（準用）

第１２１条 第２５条から第２７条、第２９条の規定は、第１１５条の規定によ

る出場あっせん停止について準用する。この場合において、第２５条から第２

７条中「第２１条各号」とあるのは「第１１５条第１項各号」と、第２９条中

「登録規則第１４条」とあるのは「第１１５条」と読み替えるものとする。

(40.1.1)(45.1.1)(13.12.26)(20.4.1)

（あっせんの取消）

第１２２条 本財団は、選手に出場あっせんを通知した後、施行者が選手に対し

て事務要領に従い参加応諾を通知するまでに、次の各号のいずれかに該当する

場合は、そのあっせんを取消す。

(45.1.1)(13.12.26)(20.4.1)(2020.1.14)

（１）選手が登録を消除されたとき。

（２）選手が第１１５条の規定による出場あっせん停止の処置を受けたとき。

(45.1.1)(13.12.26)(20.4.1)

（３）選手が第７０条第４項及び第１１４条の規定による出場あっせん保留の
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処置を受けたとき。

(45.1.1)(13.12.26)(20.4.1)

（４）選手が他の小型自動車競走に出場して、競走の重大な事故に関係があっ

たこと、又は競走の公正を害する行為があったこと、若しくは競走の公正

を害する行為の容疑があったことにより、当該競走実施法人よりあっせん

取消の依頼があったとき。

(40.1.1)(45.1.1)(13.12.26)(20.4.1)

（５）選手が、小型自動車競走に出場していないときにおいて、競走の公正を

害する行為があったこと、又は競走の公正を害する行為の容疑があったこ

とにより、当該競走実施法人よりあっせん取消の依頼があったとき。

(45.1.1)(13.12.26)(20.4.1)

（長期欠場の届出）

第１２３条 選手は、長期（原則として３月以上）にわたって傷病その他の理由

により小型自動車競走に出場することができなくなったときは、直ちにその理

由及び期間を付して本財団に届け出なければならない。

(59.7.1)(13.12.26)(20.4.1)

２ 前項の届出は様式２０による長期欠場者の届出書により行うものとし、傷病

を理由とするときは、医師の診断書を添付しなければならない。

(59.7.1)(20.4.1)

（長期欠場者）

第１２４条 欠場の期間が次の各号のいずれかに該当した選手は、長期欠場者と

する。

(10.12.25)(20.4.1)

（１）審査期間満了年の２月末日において、引き続き２年以上競走に出場しな

かった者

(10.12.25)

（２）審査期間満了年の２月末日において、原則として欠場期間が１年６月以

上２年未満であって、２年以上に達することが見込まれる者として本財団

が認定した者

(10.12.25)(20.4.1)

（長期欠場者認定委員会）

第１２５条 本財団は前条第２号の認定に当たっては、小型自動車競走選手長期
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欠場者認定委員会（以下「長期欠場者認定委員会」という。）に諮らなければ

ならない。

(10.12.25)(20.4.1)

２ 長期欠場者認定委員会は、委員５人で組織する。

(20.4.1)

３ 委員は、次の各号に掲げる者とする。

(20.4.1)

（１）本財団の理事 １人

（２）全動協が推薦する者 １人

（３）全実協が推薦する者 １人

（４）全オ選が推薦する者 １人

（５）一般財団法人 全国小型自動車競走選手共済会が推薦する者 １人

(20.4.1)

４ 委員は、本財団の会長が委嘱する。

(20.4.1)

５ 長期欠場者認定委員会に委員長を置き、委員の互選により、これを定める。

(20.4.1)

６ 委員長は、会務を総理する。

(20.4.1)

７ 委員長に事故あるときは、あらかじめ委員長が指名する委員が、その職務を

代理する。

(20.4.1)

８ 長期欠場者認定委員会の審議に関し必要な事項は、別に定める。

第７章 小型自動車競走場及び場外車券売場施設の調査研究

(40.1.1)(20.4.1)

（適用）

第１２６条 本財団は、本章の定めるところにより小型自動車競走場及び場外車

券売場の施設について、実地調査及び改善研究を行う。
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(40.1.1)(13.12.26)(20.4.1)

（実地調査）

第１２７条 実地調査は、小型自動車競走法第６条第４項又は第８条第２項の基

準に適合しているかどうかについて、次の各号の区分に応じ、別に定めるとこ

ろにより行う。

（１）定期調査 小型自動車競走場及び場外車券売場の施設ごとに定期に行う

調査

（２）確認調査 小型自動車競走場及び場外車券売場の施設の配置又は改修が

あった場合に、経済産業省又は所轄経済産業局の指示を受けて行う調査

２ 前項に掲げるもののほか、小型自動車競走の公正安全の確保及び公安秩序を

維持するため必要があると認めるときは、実地調査を行うものとする。

３ 本財団は、第１項第１号及び第２項の調査の結果、小型自動車競走の公正又

は安全を確保するため必要があると認めるときは、施行者又は設置者に対し、

改善を求めなければならない。

４ 実地調査の要領は、別に定める。

(40.1.1)(12.12.22)(20.4.1)(25.6.11)

（実地調査の報告）

第１２８条 実地調査を終了したときは、その結果を速やかに所轄経済産業局に

書面をもって報告する。

(20.4.1)(25.6.11)

（改善研究）

第１２９条 本財団は、実地調査等に基づき、小型自動車競走の公正安全の確保

及び公安秩序を維持するため、整備改善すべき事項について研究する。

(20.4.1)

（改善研究の報告）

第１３０条 改善研究の結果については、その都度、経済産業省及び所轄経済産

業局に書面をもって報告する。

(20.4.1)
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第８章 小型自動車競走の実施方法に関する基準

(13.12.26)(20.4.1)

（実施方法の基準）

第１３１条 本財団は、小型自動車競走の実施方法に関する基準として、経済産

業大臣の認可を受けて、管理の要領、競走車の検査の要領、番組編成の要領及

び審判の要領を別に定める。

(12.12.22)(13.12.26)(20.4.1)

２ 本財団は、必要に応じ経済産業大臣の認可を受けて、前項に掲げるもの以外

の事務の要領を別に定める。

(12.12.22)(20.4.1)

（必要事項の報告）

第１３２条 本財団は、競走実施法人に対し小型自動車競走の実施に関する事務

に関し、必要な事項の報告を求めることができる。

(13.12.26)(20.4.1)

第９章 雑 則

（審判員の登録簿及び登録証）

第１３３条 第１３条第１項の規定に基づく審判員登録簿は、様式２１による。

(44.4.1)(13.12.26)(20.4.1)

２ 第１３条第１項から第３項の規定に基づく審判員登録証は、様式２２による。

(20.4.1)

（選手の登録簿及び登録証）
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第１３４条 第６２条第１項の規定に基づく選手登録簿は、様式２３による。

(13.12.26)(20.4.1)

２ 第６２条第１項から第３項の規定に基づく選手登録証は、様式２４による。

(20.4.1)

（競走車登録検査結果表の様式）

第１３５条 第８７条第２項及び第３項の規定に基づく競走車登録検査結果表

は、様式２５による。

(44.4.1)(13.12.26)(20.4.1)

（競走車の登録簿及び登録証）

第１３６条 第８９条第１項の規定に基づく競走車登録簿は、様式２６による。

(44.4.1)(13.12.26)(20.4.1)

２ 第８９条第１項、第４項及び第５項の規定に基づく競走車登録証は、様式２

７による。

(20.4.1)

附 則（平成２０年４月１日）

１ この規程は、平成２０年４月１日から施行する。

２ この規程の施行前に日本小型自動車振興会の定める小型自動車競走に関す

る業務の方法に関する規程に基づく登録、あっせん、競走成績の審査その他の

行為等は、この規程の相当規定に基づく登録、あっせん、競走成績の審査その

他の行為等とみなす。

３ 第６９条第１項第３号の規定の適用については、平成１９年１月１日を開始

時期とする競走成績審査において、同号ただし書中「２４」とあるのは「２０」と

読み替えるものとする。

附 則（平成２１年３月２４日）

１ この規程は、平成２１年４月１日から施行する。

２ 第６３条に係る平成２１年１月１日から平成２２年１２月３１日までの審

査期間において、平成２１年４月１日から２１年５月３１日までの間の競走成

績については、保留得点とする。
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附 則（平成２１年９月２４日）

この規程は、平成２１年９月２４日から施行する。

附 則（平成２２年３月１８日）

この規程は、平成２２年３月１８日から施行する。

附 則（平成２４年４月６日）

この規程は、平成２４年４月６日から施行する。

附 則（平成２４年１２月１３日）

この規程は、平成２５年１月１日から施行する。

附 則（平成２５年３月１９日）

この規程は、公益財団法人ＪＫＡ登記の日（平成２５年４月１日）から施行する。

附 則（平成２５年６月１１日）

この規程は、平成２５年６月１１日から施行する。

附 則（平成２６年３月２８日）

この規程は、平成２６年４月１日から施行する。

附 則（平成２６年１２月１９日）

この規程は、平成２７年１月１日から施行する。

附 則（平成２７年６月２６日）

１ この規程は、平成２７年７月１日から施行する。

２ 平成２７年１月１日に始まる審査期間における第６３条の規定の適用につ

いては、次の各号のとおりとする。

（１）第６３条第１項及び第２項の規定に関わらず、登録した選手の競走成績

の審査の対象とする期間は、平成２７年７月１日に始まり平成２８年１２

月３１日に終わるものとし、平成２７年１月１日から同年６月３０日まで

の期間は審査の対象とする期間から除外するものとする。
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（２）同条第３項中「３６」とあるのは「２７」と読み替えるものとする。

３ 前項の場合においては、第６９条第１項第３号中「２４」とあるのは「２０」

と読み替えるものとし、同号中のただし書きの規定は適用しないものとする。

附 則（平成２８年１２月１９日）

１ この規程は、平成２９年１月１日から施行する。

２ 平成２９年１月１日に始まる審査期間における第６３条の規定の適用につ

いては、第６９条第１項第３号中「２４」とあるのは「２０」と読み替えるも

のとする。

附 則（平成２９年７月１９日）

１ この規程は、平成２９年７月１９日から施行する。

附 則（平成２９年１２月８日）

この規程は、平成２９年１２月８日から施行する。

附 則（平成３０年１１月２７日）

１ この規程は、平成３１年１月１日から施行する。

２ 平成３１年１月１日に始まる審査期間における第６３条の規定の適用につ

いては、第６９条第１項第４号中「１５」とあるのは「１０」と読み替えるも

のとする。

附 則（２０２０年１月１４日）

この規程は、２０２０年４月１日から施行する。

附 則（２０２０年１２月２１日）

この規程は、２０２０年１２月２１日から施行する。

附 則（２０２１年５月２１日）

この規程は、２０２１年５月２１日から施行する。

附 則（２０２３年６月２２日）
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この規程は、２０２３年６月２２日から施行する。

   附 則（２０２３年１２月１３日）

１ この規程は、２０２３年１２月１３日から施行する。

２ 第６３条の規定に基づく２０２３年１月１日から２０２４年１２月３１日

までの審査期間における競走成績審査の対象となる選手には、第６９条第１項

第４号の規定を適用しないものとする。
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付表１（第８条・第１２条関係）

(40.1.1)(45.1.1)(49.4.18)(52.3.29)(13.12.26)

審判員身体検査合格基準

内

科

検

査

疾
患

胸
部 肺結核、結核性疾患又は喘息を有しないこと。

疾

患

循
環
器

血圧異常（本態性高血圧又は本態性低血圧に関しては、この限りでない。）
又は心疾患等を有しないこと。

疾
患

内
臓

１．内臓部に慢性疾患を有しないこと。
２．特異体質を有しないこと。

疾
患

頸
部 甲状腺腫（バセドー氏病を含む。）を有しないこと。

疾
患

皮
膚

１．伝染性皮膚疾患を有しないこと。
２．性病を有しないこと。

外

科

検

査

頭
部
疾
患

１．真性てんかん、外傷性てんかんは、そのいずれを問わず不適とする。ま
た、てんかん性発作のあるものは、これに準ずる。

２．精神異常者、神経異常者、アルコール中毒者、麻薬常用者又は麻薬性薬
物常用者は、不適とする。

３．既往症として頭部外傷のある者は、脳波検査を必要として異常波のある
者は不適とする。

疾
患

内
臓 大手術を受けた者で全治証明のないものは、不適とする。

疾
患

四
肢

１．両手指は、原則として完全であること。ただし、審判執務に支障のない
ときは、この限りでない。

２．諸関節の屈伸に著しい障害が存しないこと。

検

査

耳
鼻
科

１．聴力は、左右正常であること。
２．重症な耳鼻科疾患は不適とする。

検
査

眼
科

１．両眼とも裸眼視力０．６以上、又は矯正視力１．０以上であること。
２．審判執務に必要な弁色力を有すること。
３．視野が、１５０度以上であること。

検

査

感
染
症

４
感染症に関する法律（平成１０年法律第１１４号）で定めるものは、不適とする。

ただし、症状の軽微なものは除くものとする。また、性病については別項による。

そ
の
他

上記項目のほか審判執務に支障を来すような障害又は疾患がないこと。
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付表２（第１５条・第１６条関係）

(49.4.18)(52.3.29)(13.12.26)

審判員更新検定身体検査合格基準

内

科

検

査

疾
患

胸
部 結核性疾患を有しないこと。

疾

患

循
環
器

重症の心疾患を有しないこと。

疾
患

内
臓 重症の肝疾患を有しないこと。

疾
患

皮
膚

性病を有しないこと。ただし、他に感染の危険のないことの専門医の証明が
あればこの限りでない。

外

科

検

査

頭
部
疾
患

１．てんかん発作のある者、精神異常者、アルコール中毒者、麻薬常用者又
は麻薬性薬物常用者は不適とする。

２．頭部外傷後遺症顕著な者は脳波検査を必要とし、異常波のあるものは不
適とする。

３．平衡感覚が正常で運動神経が著しく障害されていないこと。

疾
患

四
肢

両手指及び上肢、下肢は原則として完全であること。ただし、審判執務に支
障のないときは、この限りでない。

検

査

耳
鼻
科

音の方向判別及び交錯音の識別の能力が著しく障害されていないこと。

検
査

眼
科

１．両眼とも裸眼視力０．６以上、又は矯正視力１．０以上であること。
２．審判執務に必要な弁色力を有すること。
３．視野が、１５０度以上であること。

検

査

感
染
症

感染症に関する法律（平成１０年法律第１１４号）で定めるものは、不適とする。
ただし、症状の軽微なものは除くものとする。また、性病については別項による。

そ
の
他

その他審判執務に支障を来すような欠陥がないこと。
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付表３（第４５条・第６０条・第６１条関係）

(40.1.1)(45.1.1)(49.4.18)(52.3.29)(13.12.26)(20.4.1)

選手身体検査合格基準

内

科

検

査

疾
患

胸
部

１．肺結核、結核性疾患又は喘息を有しないこと。
２．肺活量は、最低2,500cc 以上あること。

疾

患

循
環
器

血圧異常（本態性高血圧又は本態性低血圧に関しては、この限りではな
い。）、心疾患、貧血又は出血性素因等を有しないこと。

疾
患

内
臓

１．内臓部に慢性疾患を有しないこと。
２．特異体質を有しないこと。

疾
患

頸
部 甲状腺腫（バセドー氏病含む。）を有しないこと。

疾
患

皮
膚

１．伝染性皮膚疾患を有しないこと。
２．性病を有しないこと。

外

科

検

査

頭
部
疾
患

１．真性てんかん、外傷性てんかんは、そのいずれを問わず不適とする。ま
た、てんかん性発作のあるものは、これに準ずる。

２．精神異常者、神経異常者、アルコール中毒者、麻薬常用者又は麻薬性薬
物常用者は不適とする。

３．既往症として頭部外傷のある者は、脳波検査を必要として、異常波のあ
る者は不適とする。

疾
患

内
臓

１．大手術を受けた者で全治証明のないものは不適とする。
２．難治性肛門疾患は、不適とする。

疾
患

四
肢

１．両手指は、原則として完全であること。ただし、次のもので片側の握力
が３０キログラム以上のものはこの限りでない。
（ア）拇指及び示指以外にて指骨の一部を欠除するもの。
（イ）片側の小指を欠除するもの。
（ウ）指関節、中手指関節、手根中手関節に障害があるもの。

２．上肢、下肢の関節の機能障害が、その１／３以下であること。

検

査

耳
鼻
科

１．聴力は、左右正常であること。
２．重症な耳鼻科疾患は不適とする。

検
査

眼
科

１．両眼とも裸眼視力０．６以上、又は矯正視力１．０以上であること。
２．色覚が正常であること。

検

査

感
染
症

感染症に関する法律（平成１０年法律第１１４号）で定めるものは、不適とする。
ただし、症状の軽微なものは除くものとする。また、性病については別項による。

そ
の
他

上の項目以外の身体異常者は、検査担当医師の指示により適否の判定をする。
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付表４（第６１条関係）

(40.1.1)(50.5.17)(52.3.29)(59.7.1)(13.12.26)(20.4.1)

選手技能検定合格基準

種類 規格
１００メートル当たりの

平均所要時間

１００メートル当たりの
平均所要時間測定
のための走行距離

２輪車
甲
乙

３．６５秒以下
５．５４秒以下

３，０００メートル以上
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付表５（第６３条関係）

(45.1.1)(47.1.1)(50.5.17)(52.3.29)(59.7.1)(9.1.1)(10.12.25)(12.3.27)

(13.12.26)(14.11.21)(18.12.27)(20.4.1)(24.12.13)(29.7.19)

登録審査用競走成績算定方法

競走成績は、競走結果を「タイム順位得点」、「着順位得点」、「追抜得点」

及び「事故得点」として得点化することによって集計し、１審査期間における合

計得点を１審査期間における審査対象回数で除して得た平均競走得点をもって

順位付けを行うものとする。

なお、すべての得点は、小数点以下第４位を四捨五入した小数点以下第３位ま

での値で算出するものとする。

１．競走結果の得点化の方法等

（１）開催別基礎点（Ａ）

開催別基礎点は、開催日数・開催グレードにより別表１～１４の「開催

別得点表」による。

なお、ＧⅡ競走及び施設等改善競走は、普通競走と同日数の「開催別得

点表」を適用する。

（２）競走別基礎点（Ｂ）

競走別基礎点は、当該競走出場選手構成の級別ごとの選手合計数に下表

の級別加算付与率を乗じ、その和を総級別加算率として上記(１)の「開催

別得点表」による当該競走の開催別基礎点（Ａ）に乗じて得た得点を当該

競走の開催別基礎点（Ａ）に加算した得点とする。

級別加算付与率（％）

級 別 Ｓ級 Ａ級 Ｂ級

加算率 ５ ３ ０

（３）タイム順位得点（Ｄ）＝（Ｂ）×（Ｃ）

タイム順位得点は、当該競走のタイム順位（完走タイム（注１）による

順位。）により、競走別基礎点（Ｂ）に下表のタイム順位得点付与率（Ｃ）

を乗じた得点とする。

なお、同タイムの場合は、そのタイム順位以下同タイムとなった選手の
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数に相当するタイム順位までのタイム順位得点付与率の和を同タイムと

なった選手の数で等分した率を乗じて得た得点とする。

タイム順位得点付与率（％）

順位 １位 ２位 ３位 ４位 ５位 ６位 ７位 ８位 合計 平均

得
点
率

８車立 100.000 95.000 90.000 85.000 80.000 75.000 70.000 65.000 660.000 82.500

７車立 100.000 94.167 88.333 82.500 76.667 70.833 65.000 577.500 82.500

６車立 100.000 93.000 86.000 79.000 72.000 65.000 495.000 82.500

５車立 100.000 91.250 82.500 73.750 65.000 412.500 82.500

（注１）完走タイムは、競走距離（ハンデ距離を含む。）における100ｍ当

りの所要時間を小数点以下第４位を四捨五入した小数点以下第３位

までの秒をもって表す。その算定は次の計算式によって行う。

100
）m）＋ハンデ（m競走距離（

競走所要時間（秒）
＝0m）完走タイム（秒／10

なお、上記計算式における競走所要時間は小数点以下第２位を四

捨五入した小数点以下第１位までの秒をもって表す。

（４）着順位得点（Ｆ）＝（Ｂ）×（Ｅ）

着順位得点は、当該競走の着順位により、競走別基礎得点（Ｂ）に下表

の着順位得点付与率（Ｅ）を乗じて得た得点とする。

なお、同着の場合は、その着順位以下同順位となった選手の数に相当す

る着順位までの着順位得点付与率の和を同着順位となった選手の数で等

分した率を乗じて得た得点とする。

着順位得点付与率（％）

着位 １着 ２着 ３着 ４着 ５着 ６着 ７着 ８着 合計 平均

得
点
率

８車立 ５０ ３５ ２５ ２０ １５ １０ ５ ０ １６０ ２０

７車立 ５０ ３２ ２２ １７ １２ ７ ０ １４０ ２０

６車立 ５０ ２９ １９ １４ ８ ０ １２０ ２０

５車立 ５０ ２６ １５ ９ ０ １００ ２０

（５）追抜得点（Ｊ）＝（Ｂ）×（Ｉ）

追抜得点は、当該競走における追い抜き数（注２）により、当該競走の

競走別基礎点(Ｂ)に下表の追抜得点付与率（Ｉ）を乗じて得た得点とする。

ただし、０メートルハンデライン上から発走した選手については適用し
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ない。

追抜得点付与率（％）

追い抜き数 １車 ２車 ３車 ４車 ５車 ６車 ７車

得点率 １ ３ ５ ７ １０ １３ ２０

（注２）追い抜き数とは、当該競走の番組編成により最軽ハンデの内枠か

ら最重ハンデの外枠までのスタート位置順に仮の着順位を設定し、

この仮の着順位と競走結果の着順位との差が正数であるものをい

う。

ただし、欠車又は出走停止により、当該競走に出走しなかった

選手は仮の着順位設定の対象外とする。

（６）事故得点（Ｌ）＝（Ａ）×（Ｋ）

① 事故得点は、次の事故のケース分類により、当該競走の開催別基礎点

（Ａ）に下表の事故得点率（Ｋ）を乗じて得た得点とする。

② 選手が同一競走において複数の事故得点事由に該当した場合は、該当

事由のすべてに事故得点を課すものとする。ただし、同一競走において

同一選手が発走のやり直しの原因を２回作ったときに適用される出走

停止の場合のみ、出走停止の事故得点は課さないものとする。

③ 事故得点は、（９）－①の場合を除き、被妨害の有無にかかわらず、

事故得点合計に常に算入するものとする。

事故ケース分類

分類 事故内容
事故得点率

（Ｋ）％

Ⅰ 欠車・出走停止 １５

Ⅱ 自落・故障・故障落車・故障妨害・故障落車妨害・内線

突破・外線突破・その他の反則・故障完走

３０

Ⅲ 欠車妨害・停止妨害・反則妨害・落車妨害・妨害故障・

妨害故障落車・タイムアップ・他車欠車原因・他車停止

原因・競走戒告２回・スタート戒告２回・試走戒告２回

６０

Ⅳ 周回誤認・危険な走法 １５０

Ⅴ フライング・出残り・その他異常発走 ６０

Ⅵ 後方スタート ９０

（７）妨害を受けた競走、責任外事故、故障完走及び選手の責に帰することの
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できない理由により競走に重大な支障を生じた競走の競走得点の取扱い

① 入着した選手の競走得点は、保留得点（注３）とする｡

② 出走又は入着できなかった選手の競走得点は、仮得点（注４）とする。

③ 故障完走の選手の競走得点は、保留得点とする。

（注３）保留得点とは、当該競走の競走得点を審査の対象とするか否

か審査期間終了まで保留する得点をいう。

（注４）仮得点とは、当該競走の競走別基礎点にタイム順位得点付与

率及び着順位得点付与率の平均率１０２．５％を乗じて得た得

点を仮に付与し、審査の対象とするか否か審査期間終了まで保

留する得点をいう。

（８）競走不成立の場合の競走得点の取扱い

① 事故得点を課される事由がなかった選手及び事故得点を課された事

由が事故ケースⅤ・Ⅵのみに該当した選手の競走得点は、仮得点とする。

②事故得点を課された事由が事故ケースⅤ・Ⅵ以外又は事故ケースⅤ・Ⅵ

と重複した選手は、当該事由による事故得点を課すものとする。

また、（９）－①の競走中止順延と重複した場合は、順延する場合

の取扱いを優先するものとする。

（９）開催が中止又は順延となった場合の競走得点の取扱い

① 順延する場合

当該日における競走は、実施・未実施にかかわらず、すべて審査除

外とする。

② 順延しない場合

当該日に実施された競走については、通常どおり審査し、未実施の

競走に番組編成された選手の競走得点は､仮得点とする｡

（１０）特殊開催節等の取扱い

① 別表「開催別得点表」を適用することが不適当な開催節の場合

番組編成の特異性等により、「開催別得点表」を適用することが適

当でない開催節については、当該施行者、当該競走実施法人及び当該

一般社団法人全日本オートレース選手会支部は、公益財団法人ＪＫＡ

及び一般社団法人全日本オートレース選手会と協議の上、別途「開催

別得点表」を作成し、適用するものとする。

② 準々決勝戦含有節
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準々決勝戦の競走別基礎点は、通常の予選の競走別基礎点と同様の

取扱いとする。

２．平均競走得点計算式

審査対象回数

事故得点合計競走得点合計
平均競走得点




（１）競走得点合計とは、１審査期間における競走得点（タイム順位得点、着

順位得点及び追抜得点の和をいう。以下同じ。）の合計とする。

（２）事故得点合計とは、１審査期間における事故得点の合計とする。

（３）審査対象回数とは、１審査期間における出場回数（番組編成された回数。

ただし競走が中止順延された回数を除く。）から競走得点のない回数（競

走事故回数。）を減じた回数とする。

３．平均競走得点の修正

１審査期間における競走得点中に、保留得点又は仮得点がある場合には、こ

れらを除外して平均競走得点（以下「比較平均競走得点」という。）を算出し、

比較平均競走得点を超えるものについては、審査対象として平均競走得点を再

算出する。再算出された平均競走得点を順位付けの得点に用いるものとする。

（１）競走得点合計から保留得点及び仮得点を除外して比較平均競走得点を算

出する。

数保留得点及び仮得点回審査対象回数

保留得点及び仮得点事故得点合計競走得点合計
比較平均競走得点






（２）（１）で算出された比較平均競走得点と保留得点及び仮得点を個々に比

較し、比較平均競走得点を超えるものについては、審査対象とする。

保留得点及び仮得点＞比較平均競走得点→審査対象とする。

保留得点及び仮得点≦比較平均競走得点→審査対象としない。

（審査対象外得点）

（３）（２）で審査対象外得点とされた得点及び回数を除外して、平均競走得
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点を再算出する。

審査対象外得点回数審査対象回数

審査対象外得点事故得点合計競走得点合計
平均競走得点






４．平均競走得点が同一の場合における順位決定の方法

平均競走得点が同点の場合は、次により順位を決定する。

（１）事故得点合計の小さい選手を上位とする。

（２）（１）が同点の場合、審査対象の競走得点合計から事故得点合計を減じ

た得点合計が大きい選手を上位とする。

（事故の定義）

(13.12.26)(14.3.22)(14.11.21)(18.12.27)(24.12.13)(29.7.19)

（１）欠車とは、番組決定後、試走終了までの間において、自己の責めに帰す

べき理由により出走できなくなったことをいう。

（２）欠車妨害とは、自己の欠車に際し、他車の欠車の原因となった行為を伴

った場合をいう。

（３）他車欠車原因とは、自己は欠車とならなかったが、他車の欠車の原因と

なった行為を行ったことをいう。

（４）出走停止とは、試走終了後、発走が成立するまでの間において、自己の

責めに帰すべき理由により出走できなくなったことをいう。（再発走出走

停止を除く。）

（５）停止妨害とは、自己の出走停止に際し、他車の出走停止の原因となった

行為を伴った場合をいう。

（６）他車停止原因とは、自己は出走停止とならなかったが、他車の出走停止

の原因となった行為を行ったことをいう。

（７）自落とは、自己の責めに帰すべき理由により落車し、競走を中止したこ

とをいう。

（８）落車妨害とは、自落に起因する妨害行為又は妨害行為後の自落をいう。

（９）故障とは、自己の責めに帰すべき理由により競走車に不具合又は身体に

障害を生じ、競走を中止したことをいう。先頭車から１周遅れとなった場

合は、故障とみなす。
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（１０）故障妨害とは、故障に起因する妨害行為をいう。

（１１）故障落車とは、故障に起因する落車をいう。

（１２）故障落車妨害とは、故障落車に起因する妨害行為をいう。

（１３）故障完走とは、競走車に不具合又は身体に障害を生じ、スピードが減

退し、完走した場合をいう。（着順変化の有無を問わない。）

（１４）内線突破・外線突破とは、自己の責めに帰すべき理由により、内（外）

線を踏み越え、内（外）部回避地帯を通過したことにより反則失格となっ

たことをいう。

（１５）反則妨害とは、競走中の妨害行為により、反則失格となったことをい

う。

（故障完走における妨害行為を含む。）

（１６）妨害故障とは、妨害行為を行った後、故障したことをいう。

（１７）妨害故障落車とは、妨害行為を行った後、故障落車したことをいう。

（１８）危険な走法とは、著しく危険な走法による妨害行為を行ったこと又は

同一レースにおいて妨害行為を２回以上行ったことにより反則失格とな

ったことをいう。

（１９）その他の反則とは、その他実施規則により反則失格となったことをい

う。

（２０）周回誤認とは、周回を誤認したことにより反則失格となったことをい

う。

（２１）タイムアップとは、３着以内に入着し、雨天等走路状況の変化又は相

当の理由がなかったにもかかわらず、競走タイムが試走タイムより良かっ

た場合をいう。

（２２）競走戒告２回とは、妨害の程度が軽微で、反則失格に至らず戒告を受

けたこと又は競走車の部品若しくは防具等の離脱等により他の選手に間

接的に妨害を行ったことが６０日間６回出場中２回あったことをいう。

（２３）フライングとは、発走合図が完了する前に発走したことをいう。

（２４）出残りとは、発走合図が完了したにもかかわらず、発走しないこと又

は発走直後に停止したことをいう。

（２５）その他異常発走とは、その他の再発走原因となった不適正発走をいう。

（２６）後方スタートとは、発走補助ラインに接地せず、かつ、発走合図が完

了する前にスタートしたことをいう。
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（２７）スタート戒告２回とは、発走補助ラインに接地せず、かつ、発走合図

が完了した後にスタートしたこと又は指針の始動後４秒以内に、スタート

（ハンデ）ラインを越えたことにより、指針が停止し戒告を受けたことが

６０日間９回出場中２回あったことをいう。

（２８）試走戒告２回とは、３着以内に入着し、雨天等走路状況の変化又は相

当の理由がなかったにもかかわらず、試走タイムが競走タイムと比較して

０．０２／秒以内（タイムアップを除く）であったことが６０日間６回出

場中２回あったことをいう。
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開催別得点表

別表１ 普通開催 １２Ｒ制

１２Ｒ制 １Ｒ ２Ｒ ３Ｒ ４Ｒ ５Ｒ ６Ｒ ７Ｒ ８Ｒ ９Ｒ １０Ｒ １１Ｒ １２Ｒ 合計 節合計 平均

３日制

初日
予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選

50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 600

２日目
一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 準決勝 準決勝 準決勝 準決勝

50 50 50 50 50 50 50 50 70 70 70 70 680

最終日
一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 特一般 選抜 特選 優勝戦

50 50 50 50 50 50 50 50 60 70 75 95 700 1,980 55.000

４日制

初日
予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選

50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 600

２日目
予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選

50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 600

３日目
一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 準決勝 準決勝 準決勝 準決勝

50 50 50 50 50 50 50 50 75 75 75 75 700

最終日
一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 特一般 選抜 特選 優勝戦

50 50 50 50 50 50 50 50 65 75 85 115 740 2,640 55.000

５日制

初日
予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選

50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 600

２日目
予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選

50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 600

３日目
予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選

50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 600

４日目
一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 準決勝 準決勝 準決勝 準決勝

50 50 50 50 50 50 50 50 85 85 85 85 740

最終日
一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 特一般 選抜 特選 優勝戦

50 50 50 50 50 50 50 50 70 80 90 120 760 3,300 55.000

別表２ 普通開催 １１Ｒ制

１１Ｒ制 １Ｒ ２Ｒ ３Ｒ ４Ｒ ５Ｒ ６Ｒ ７Ｒ ８Ｒ ９Ｒ １０Ｒ １１Ｒ 合計 節合計 平均

３日

制

初日
予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選

50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 550

２日目
一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 準決勝 準決勝 準決勝 準決勝

50 50 50 50 50 50 50 70 70 70 70 630

最終日
一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 特一般 選抜 特選 優勝戦

50 50 50 50 50 50 50 60 65 70 90 635 1,815 55.000

４日

制

初日
予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選

50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 550

２日目
予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選

50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 550

３日目
一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 準決勝 準決勝 準決勝 準決勝

50 50 50 50 50 50 50 75 75 75 75 650

最終日
一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 特一般 選抜 特選 優勝戦

50 50 50 50 50 50 50 65 70 80 105 670 2,420 55.000

５日

制

初日
予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選

50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 550

２日目
予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選

50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 550

３日目
予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選

50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 550

４日目
一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 準決勝 準決勝 準決勝 準決勝

50 50 50 50 50 50 50 80 80 80 80 670

最終日
一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 特一般 選抜 特選 優勝戦

50 50 50 50 50 50 50 70 75 90 120 705 3,025 55.000

６日

制

初日
予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選

50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 550

２日目
予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選

50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 550

３日目
予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選

50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 550

４日目
予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選

50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 550

５日目
一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 準決勝 準決勝 準決勝 準決勝

50 50 50 50 50 50 50 85 85 85 85 690

最終日
一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 特一般 選抜 特選 優勝戦

50 50 50 50 50 50 50 75 80 100 135 740 3,630 55.000
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別表３ 普通開催 １０Ｒ制

１０Ｒ制 １Ｒ ２Ｒ ３Ｒ ４Ｒ ５Ｒ ６Ｒ ７Ｒ ８Ｒ ９Ｒ １０Ｒ 合計 節合計 平均

3 日制

初日
予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選

50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 500

２日目
一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 準決勝 準決勝 準決勝 準決勝

50 50 50 50 50 50 70 70 70 70 580

最終日
一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 特一般 選抜 特選 優勝戦

50 50 50 50 50 50 55 60 70 85 570 1,650 55.000

4 日制

初日
予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選

50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 500

２日目
予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選

50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 500

３日目
一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 準決勝 準決勝 準決勝 準決勝

50 50 50 50 50 50 75 75 75 75 600

最終日
一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 特一般 選抜 特選 優勝戦

50 50 50 50 50 50 60 65 75 100 600 2,200 55.000

5 日制

初日
予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選

50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 500

２日目
予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選

50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 500

３日目
予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選

50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 500

４日目
一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 準決勝 準決勝 準決勝 準決勝

50 50 50 50 50 50 80 80 80 80 620

最終日
一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 特一般 選抜 特選 優勝戦

50 50 50 50 50 50 65 70 80 115 630 2,750 55.000

6 日制

初日
予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選

50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 500

２日目
予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選

50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 500

３日目
予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選

50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 500

４日目
予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選

50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 500

５日目
一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 準決勝 準決勝 準決勝 準決勝

50 50 50 50 50 50 85 85 85 85 640

最終日
一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 特一般 選抜 特選 優勝戦

50 50 50 50 50 50 70 75 85 130 660 3,300 55.000

別表４ ＳＧレース １２Ｒ制

１２Ｒ制 １Ｒ ２Ｒ ３Ｒ ４Ｒ ５Ｒ ６Ｒ ７Ｒ ８Ｒ ９Ｒ １０Ｒ １１Ｒ １２Ｒ 合計 節合計 平均

５日制

初日
予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選

60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 720

２日目
予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選

60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 720

３日目
予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選

60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 720

４日目
一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 準決勝 準決勝 準決勝 準決勝

60 60 60 60 60 60 60 60 95 95 95 95 860

最終日
一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 特一般 選抜 特選 優勝戦

60 60 60 60 60 60 60 60 80 90 100 130 880 3,900 65.000

別表５ ＳＧレース １１Ｒ制

１１Ｒ制 １Ｒ ２Ｒ ３Ｒ ４Ｒ ５Ｒ ６Ｒ ７Ｒ ８Ｒ ９Ｒ １０Ｒ １１Ｒ 合計 節合計 平均

５日制

初日
予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選

60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 660

２日目
予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選

60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 660

３日目
予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選

60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 660

４日目
一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 準決勝 準決勝 準決勝 準決勝

60 60 60 60 60 60 60 90 90 90 90 780

最終日
一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 特一般 選抜 特選 優勝戦

60 60 60 60 60 60 60 80 85 100 130 815 3,575 65.000
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別表６ ＧⅠレース １２Ｒ制

１２Ｒ制 １Ｒ ２Ｒ ３Ｒ ４Ｒ ５Ｒ ６Ｒ ７Ｒ ８Ｒ ９Ｒ １０Ｒ １１Ｒ １２Ｒ 合計 節合計 平均

５日制

初日
予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選

55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 660

２日目
予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選

55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 660

３日目
予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選

55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 660

４日目
一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 準決勝 準決勝 準決勝 準決勝

55 55 55 55 55 55 55 55 90 90 90 90 800

最終日
一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 特一般 選抜 特選 優勝戦

55 55 55 55 55 55 55 55 75 85 95 125 820 3,600 60.000

別表７ ＧⅠレース １１Ｒ制

１１Ｒ制 １Ｒ ２Ｒ ３Ｒ ４Ｒ ５Ｒ ６Ｒ ７Ｒ ８Ｒ ９Ｒ １０Ｒ １１Ｒ 合計 節合計 平均

５日制

初日
予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選

55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 605

２日目
予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選

55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 605

３日目
予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選 予選

55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 605

４日目
一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 準決勝 準決勝 準決勝 準決勝

55 55 55 55 55 55 55 85 85 85 85 725

最終日
一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 特一般 選抜 特選 優勝戦

55 55 55 55 55 55 55 75 80 95 125 760 3,300 60.000

別表８ スーパースターフェスタ（ＳＳ順位決定戦を実施する場合）

１Ｒ ２Ｒ ３Ｒ ４Ｒ ５Ｒ ６Ｒ ７Ｒ ８Ｒ ９Ｒ １０Ｒ １１Ｒ 合計 １２Ｒ 節合計 平均

５日制

初日
Ｙ予選 Ｙ予選 Ｙ予選 Ｙ予選 Ｔ予選 Ｔ予選 Ｔ予選 Ｔ予選 Ｔ予選 Ｔ予選 Ｔ予選 SS ﾄﾗｲｱﾙ

60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 660 90

２日目
Ｙ一般戦 Ｙ一般戦 Ｙ一般戦 Y 予選 Ｔ予選 Ｔ予選 Ｔ予選 Ｔ予選 Ｔ予選 Ｔ予選 Ｔ予選 SS ﾄﾗｲｱﾙ

60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 660 90

３日目
Ｙ一般戦 Ｙ一般戦 Ｙ一般戦 Ｔ予選 Ｔ予選 Ｔ予選 Ｔ予選 Ｔ予選 Ｙ準決勝 Ｙ準決勝 Ｔ予選 SS ﾄﾗｲｱﾙ

60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 660 90

４日目
一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 Ｔ準決勝 Ｔ準決勝 Ｔ準決勝 Ｙ優勝戦 SS ﾄﾗｲｱﾙ

60 60 60 60 60 60 60 90 90 90 90 780 90

最終日
一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 選抜 特選 ＳＳ順位 Ｔ優勝戦 SS 王座 SSTR､SS 王座､SS 順位除く

60 60 60 60 60 60 60 85 100 100 130 835 150 3,495 64.722

別表９ スーパースターフェスタ（ＳＳ順位決定戦を実施しない場合）

１Ｒ ２Ｒ ３Ｒ ４Ｒ ５Ｒ ６Ｒ ７Ｒ ８Ｒ ９Ｒ １０Ｒ １１Ｒ 合計 １２Ｒ 節合計 平均

５日制

初日
Ｙ予選 Ｙ予選 Ｙ予選 Ｙ予選 Ｔ予選 Ｔ予選 Ｔ予選 Ｔ予選 Ｔ予選 Ｔ予選 Ｔ予選 SS ﾄﾗｲｱﾙ

60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 660 90

２日目
Ｙ予選 Ｙ予選 Ｙ予選 Ｙ予選 Ｔ予選 Ｔ予選 Ｔ予選 Ｔ予選 Ｔ予選 Ｔ予選 Ｔ予選 SS ﾄﾗｲｱﾙ

60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 660 90

３日目
Ｙ一般戦 Ｙ一般戦 Ｙ一般戦 Ｔ予選 Ｔ予選 Ｔ予選 Ｔ予選 Ｔ予選 Ｙ準決勝 Ｙ準決勝 Ｔ予選 SS ﾄﾗｲｱﾙ

60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 660 90

４日目
一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 Ｔ準決勝 Ｔ準決勝 Ｔ準決勝 Ｙ優勝戦 SS ﾄﾗｲｱﾙ

60 60 60 60 60 60 60 90 90 90 90 780 90

最終日
一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 特一般 選抜 特選 Ｔ優勝戦 SS 王座 SSTR､SS 王座除く

60 60 60 60 60 60 60 80 85 100 130 815 150 3,575 65.000
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別表１０ ５日制優勝戦複数節Ａパターン（２種間差大きい） 準決勝戦３個レースずつ実施の場合

１Ｒ ２Ｒ ３Ｒ ４Ｒ ５Ｒ ６Ｒ ７Ｒ ８Ｒ ９Ｒ １０Ｒ １１Ｒ 合計 節合計 平均

５日制

初日
α予選 α予選 α予選 α予選 α予選 β予選 β予選 β予選 β予選 β予選 β予選

50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 550

２日目
α予選 α予選 α予選 α予選 α予選 β予選 β予選 β予選 β予選 β予選 β予選

50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 550

３日目
α予選 α予選 α予選 α予選 α予選 β予選 β予選 β予選 β予選 β予選 β予選

50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 550

４日目
一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 α準決勝 α準決勝 α準決勝 β準決勝 β準決勝 β準決勝

50 50 50 50 50 60 60 60 65 65 65 625

最終日
一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 α選抜 β選抜 α特選 β特選 α優勝戦 β優勝戦

50 50 50 50 50 60 65 75 80 105 115 750 3,025 55.000

別表１１ ５日制優勝戦複数節Ｂパターン（２種間差小さい） 準決勝戦３個レースずつ実施の場合

１Ｒ ２Ｒ ３Ｒ ４Ｒ ５Ｒ ６Ｒ ７Ｒ ８Ｒ ９Ｒ １０Ｒ １１Ｒ 合計 節合計 平均

５日制

初日
α予選 α予選 α予選 α予選 α予選 β予選 β予選 β予選 β予選 β予選 β予選

50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 550

２日目
α予選 α予選 α予選 α予選 α予選 β予選 β予選 β予選 β予選 β予選 β予選

50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 550

３日目
α予選 α予選 α予選 α予選 α予選 β予選 β予選 β予選 β予選 β予選 β予選

50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 550

４日目
一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 α準決勝 α準決勝 α準決勝 β準決勝 β準決勝 β準決勝

50 50 50 50 50 65 65 65 65 65 65 640

最終日
一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 α選抜 β選抜 α特選 β特選 α優勝戦 β優勝戦

50 50 50 50 50 65 65 75 75 100 105 735 3,025 55.000

別表１２ ４日制優勝戦複数節Ａパターン（２種間差大きい） 準決勝戦３個レースずつ実施の場合

１Ｒ ２Ｒ ３Ｒ ４Ｒ ５Ｒ ６Ｒ ７Ｒ ８Ｒ ９Ｒ １０Ｒ １１Ｒ 合計 節合計 平均

４日制

初日
α予選 α予選 α予選 α予選 α予選 β予選 β予選 β予選 β予選 β予選 β予選

50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 550

２日目
α予選 α予選 α予選 α予選 α予選 β予選 β予選 β予選 β予選 β予選 β予選

50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 550

３日目
一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 α準決勝 α準決勝 α準決勝 β準決勝 β準決勝 β準決勝

50 50 50 50 50 55 55 55 65 65 65 610

最終日
一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 α選抜 β選抜 α特選 β特選 α優勝戦 β優勝戦

50 50 50 50 50 55 60 70 75 95 105 710 2,420 55.000

別表１３ ４日制優勝戦複数節Ｂパターン（２種間差小さい） 準決勝戦３個レースずつ実施の場合

１Ｒ ２Ｒ ３Ｒ ４Ｒ ５Ｒ ６Ｒ ７Ｒ ８Ｒ ９Ｒ １０Ｒ １１Ｒ 合計 節合計 平均

４日制

初日
α予選 α予選 α予選 α予選 α予選 β予選 β予選 β予選 β予選 β予選 β予選

50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 550

２日目
α予選 α予選 α予選 α予選 α予選 β予選 β予選 β予選 β予選 β予選 β予選

50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 550

３日目
一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 α準決勝 α準決勝 α準決勝 β準決勝 β準決勝 β準決勝

50 50 50 50 50 60 60 60 60 60 60 610

最終日
一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 α選抜 β選抜 α特選 β特選 α優勝戦 β優勝戦

50 50 50 50 50 60 60 70 70 100 100 710 2,420 55.000

別表１４ ３日制優勝戦複数節（新人王決定戦）

１Ｒ ２Ｒ ３Ｒ ４Ｒ ５Ｒ ６Ｒ ７Ｒ ８Ｒ ９Ｒ １０Ｒ １１Ｒ 合計 節合計 平均

３日制

初日
予選 予選 予選 予選 新人予選 予選 新人予選 予選 新人予選 予選 予選

50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 550

２日目
一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 準決勝 準決勝 新人準決 新人準決 準決勝 準決勝

50 50 50 50 50 65 65 55 55 65 65 620

最終日
一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 一般戦 選抜 新人優勝 一般特選 一般優勝

50 50 50 50 50 50 50 60 75 70 90 645 1,815 55.000

２日目からの一般戦等は混合戦の場合あり
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付表６（第６９条関係）

(49.4.18)(52.3.29(13.12.26)

選手身体検査基準

内

科

検

査

疾
患

胸
部 結核性疾患を有しないこと。

疾

患

循
環
器

重症の心疾患を有しないこと。

疾
患

内
臓 重症の肝疾患を有しないこと。

疾
患

皮
膚

性病を有しないこと。ただし、他に感染の危険のないことの専門医の証明
があればこの限りではない。

外

科

検

査

頭
部
疾
患

１．てんかん発作のある者、精神異常者、アルコール中毒者、麻薬常用者又
は麻薬性薬物常用者は不適とする。

２．頭部外傷後遺症顕著な者は脳波検査を必要とし、異常波のある者は不適
とする。

３．平衡感覚が正常で運動神経が著しく障害されていないこと。

疾
患

四
肢

両手指及び上肢、下肢は原則として完全であること。ただし、選手として
支障のないときは、この限りでない。

検

査

耳
鼻
科

音の方向判別及び交錯音の識別の能力が著しく障害されていないこと。

検
査

眼
科 遠近能力、弁色能力が著しく障害されていないこと。

検

査

感
染
症

感染症に関する法律（平成１０年法律第１１４号）で定めるものは、不適とする。
ただし、症状の軽微なものは除くものとする。また、性病については別項による。

そ
の
他

その他競走に支障を来すような障害又は疾患のないこと。
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付表７（第８８条・第９３条関係）

(40.1.1)(46.7.1)(50.5.17)(52.3.29)(59.7.1)(5.10.1)(7.1.1)(13.12.26)(14.11.21)(

20.4.1)

競走車性能検査合格基準

競走車の区分
１００メートル

当たりの
平均所要時間

１００メートル当たりの
平均所要時間測定
のための走行距離

２
輪
車

気筒容積が512cc を超え、1,500cc
以下のもの
気筒容積が359cc を超え、512cc 以
下のもの
気筒容積が125cc を超え、359cc 以
下のもの
気筒容積が125cc 以下のもの

３．６０秒以下

３．６５秒以下

３．８５秒以下

６．００秒以下

３，０００メートル以上

（備考）

上表の気筒容積は、エンジンの主要緒元の寸法を基準に次式によって算定し

たのち小数点第２位以下を切り捨て、小数点第１位を切り上げた数値をもって

表す。

ただし、第８９条第３項の規定による測定の結果、測定値が競走車登録簿の

寸法と一致しない場合において、その差がシリンダー内径については＋０．０５ミ

リメートル、ストロークについては±０．２ミリメートル範囲にあるときは、

これを誤差として許容する。

気筒容積（ＣＣ）＝０．７８５Ｄ２×Ｓ×Ｎ

ただし、Ｄは、シリンダー内径（㎝）

Ｓは、ストローク（㎝）

Ｎは、気筒数
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様式１（第５条関係）

(44.4.1)(52.3.29)(13.12.26)(20.4.1)(25.3.19)(2021.5.21)(2023.6.22)

審判員資格検定申請書

年 月 日

公益財団法人ＪＫＡ会長 殿

住所

（ふりがな）

氏名         

年 月 日生

「小型自動車競走審判員、選手および小型自動車登録規則」に基づき、下記の

書類を添付の上、審判員資格検定を申請します。

記

１．履歴書

２．住民票記載事項の証明書

３．健康診断書

４．写真画像データ（無帽、上三分身）

５．競走実施法人の推薦書
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様式２（第１３条関係）

(44.4.1)(52.3.29)(10.12.25)(13.12.26)(20.4.1)(24.4.6)(25.3.19)(2021.5.21)

(2023.6.22)

審判員登録証記載事項変更届出書

年 月 日

公益財団法人ＪＫＡ会長 殿

登録番号 第  号

氏名         

審判員登録証の記載事項について変更があったので、「小型自動車競走審判員、

選手および小型自動車登録規則」第４条の規定に基づき、下記のとおり届け出ま

す。

記

１．変更事項

（ふりがな）

（１）住所  新

旧

（ふりがな）

（２）氏名  新

旧

２．添付書類

（１）審判員登録証

（２）写真画像データ（無帽、上三分身）

（３）住民票記載事項の証明書（発行後１ヶ月以内のもの）
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様式２の２（第１３条関係）

(2021.5.21)

旧姓継続使用申請書

年 月 日

公益財団法人ＪＫＡ会長 殿

登録番号 第  号

氏名        

「小型自動車競走に係る業務の方法に関する規程」第１３条第３項の規定に基

づき、下記のとおり旧姓を使用したいので申請します。

記

１．申請の内容

（１）使用する旧姓

（２）戸籍上の氏

２．添付書類

（１）戸籍全部事項証明書（発行後１ヶ月以内のもの）
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様式３（第１３条関係）

(44.4.1)(52.3.29)(13.12.26)(20.4.1)(25.3.19)(2021.5.21)(2023.6.22)

審判員登録証再交付申請書

年 月 日

公益財団法人ＪＫＡ会長 殿

登録番号 第  号

氏名         

「小型自動車競走審判員、選手および小型自動車登録規則」第６条の規定に基

づき、下記により登録証の再交付を申請します。

記

１．再交付申請の理由

２．添付書類

（１）登録証（き損の場合のみ）

（２）写真画像データ（無帽、上三分身）
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様式４（第１４条関係）

(44.4.1)(52.3.29)(13.12.26)(20.4.1)(25.3.19)(2021.5.21)(2023.6.22)

審判員登録更新申請書

年 月 日

公益財団法人ＪＫＡ会長 殿

登録番号 第  号

氏名         

「小型自動車競走審判員、選手および小型自動車登録規則」第４条の規定に基

づき、下記の書類を添付の上、審判員登録更新を申請します。

記

１．審判員登録証

２．写真画像データ（無帽、上三分身）
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様式５（第１７条関係）

(13.12.26)(20.4.1)(25.3.19)(2021.5.21)

審判員登録更新検定延期申請書

年 月 日

公益財団法人ＪＫＡ会長 殿

住所

氏名         

登録番号 第  号

下記の理由により指定の日に審判員登録更新検定を受けることができないの

で、「小型自動車競走に係る業務の方法に関する規程」第１７条第１項及び第２

項の規定に基づき、延期を申請します。

延期申請の理由
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様式６（第２０条関係）

(44.4.1)(52.3.29)(13.12.26)(20.4.1)(25.3.19)(2021.5.21)

審判員登録消除申請書

年 月 日

公益財団法人ＪＫＡ会長 殿

登録番号 第  号

氏名         

「小型自動車競走審判員、選手および小型自動車登録規則」第１３条第１号の

規定に基づき、審判員登録の消除を申請します。
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様式７（第５８条関係）

(44.4.1)(52.3.29)(13.12.26)(20.4.1)(25.3.19)(2021.5.21)(2023.6.22)

選手資格検定申請書

年 月 日

公益財団法人ＪＫＡ会長 殿

住所

（ふりがな）

氏名        

年 月 日生

「小型自動車競走審判員、選手および小型自動車登録規則」に基づき、下記の

書類を添付の上、選手資格検定を申請します。

記

１．履歴書

２．住民票記載事項の証明書

３．健康診断書

４．写真画像データ（無帽、上三分身）

５．自動車運転免許証の番号及び免許の種類を記載した書類
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様式８（第６２条関係）

(44.4.1)(52.3.29)(10.12.25)(13.12.26)(20.4.1)(24.4.6)(25.3.19)(2021.5.21)

(2023.6.22)

選手登録証記載事項変更届出書

年 月 日

公益財団法人ＪＫＡ会長 殿

登録番号 第  号

氏名         

選手登録証の記載事項について変更があったので、「小型自動車競走審判員、

選手および小型自動車登録規則」第４条の規定に基づき、下記のとおり届け出ま

す。

記

１．変更事項

（ふりがな）

（１）住所  新

旧

（ふりがな）

（２）氏名  新

旧

２．添付書類

（１）選手登録証

（２）写真画像データ（無帽、上三分身）

（３）住民票記載事項の証明書（発行後１ヶ月以内のもの）
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様式８の２（第６２条関係）

(29.12.8)(2021.5.21)

旧姓継続使用申請書

年 月 日

公益財団法人ＪＫＡ会長 殿

登録番号 第  号

氏名         

「小型自動車競走に係る業務の方法に関する規程」第６２条第３項の規定に基

づき、下記のとおり旧姓を使用したいので申請します。

記

１．申請の内容

（１）使用する旧姓

（２）戸籍上の氏

２．添付書類

（１）戸籍全部事項証明書（発行後１ヶ月以内のもの）
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様式９（第６２条関係）

(44.4.1)(52.3.29)(13.12.26)(20.4.1)(25.3.19)(2021.5.21)(2023.6.22)

選手登録証再交付申請書

年 月 日

公益財団法人ＪＫＡ会長 殿

登録番号 第  号

氏名         

「小型自動車競走審判員、選手および小型自動車登録規則」第６条の規定に基

づき、下記により登録証の再交付を申請します。

記

１．再交付申請の理由

２．添付書類

（１）登録証（き損の場合のみ）

（２）写真画像データ（無帽、上三分身）
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様式１０（第６６条関係）

(44.4.1)(52.3.29)(13.12.26)(20.4.1)(25.3.19)(2021.5.21)(2023.6.22)

選手登録更新申請書

年 月 日

公益財団法人ＪＫＡ会長 殿

登録番号 第  号

氏名         

「小型自動車競走審判員、選手および小型自動車登録規則」第４条の規定に基

づき、下記の書類を添付の上、選手登録更新を申請します。

記

１．選手登録証

２．写真画像データ（無帽、上三分身）
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様式１１（第６８条関係）

(44.4.1)(52.3.29)(13.12.26)(20.4.1)(25.3.19)(2021.5.21)

選手登録消除申請書

年 月 日

公益財団法人ＪＫＡ会長 殿

登録番号 第  号

氏名         

「小型自動車競走審判員、選手および小型自動車登録規則」第２０条第１号の

規定に基づき、選手登録の消除を申請します。
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様式１２（第７０条関係）

(59.7.1)(13.12.26)(20.4.1)(25.3.19)(2021.5.21)

選手身体検査延期申請書

年 月 日

公益財団法人ＪＫＡ会長 殿

登録番号 第 号

氏名         

下記の理由により指定の日に選手身体検査を受けることができないので、「小

型自動車競走に係る業務の方法に関する規程」第７０条第１項及び第２項の規定

に基づき、延期を申請します。

記

１．延期申請の理由

２．添付書類（傷病を理由とするときの医師の診断書等）
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様式１３（第８５条関係）

(44.4.1)(52.3.29)(13.12.26)(20.4.1)(25.3.19)(2021.5.21)

競走車登録検査申請書

年 月 日

公益財団法人ＪＫＡ会長 殿

住所

所有者（選手）の氏名     

「小型自動車競走審判員、選手および小型自動車登録規則」に基づき、小型自動

車明細書を添付の上、競走車登録検査を申請します。
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様式１４（第８５条関係）

(13.12.26)

小型自動車明細書

所有者
氏名

住所

項目 記入欄 項目 記入欄

仮登録番号 クラッチ製造者名

呼名 変速機製造者名

国産車・外国車の別 タイヤのサイズ

原
動
機

製造者名 備 考

型式

製造年

機関番号

気筒数

内径

行程

サイクル

気筒容積

弁の取付方式

車
体

製作者名

製造年

※特記事項等は、備考欄に記入すること。



1-77

様式１５（第８９条関係）

(44.4.1)(52.3.29)(10.12.25)(13.12.26)(20.4.1)(25.3.19)(2021.5.21)

競走車登録証記載事項変更届出書

年 月 日

公益財団法人ＪＫＡ会長 殿

登録番号 第  号

呼名

所有者（選手）の氏名     

競走車登録証の記載事項について変更があったので、「小型自動車競走審判員、

選手および小型自動車登録規則」第４条の規定に基づき、下記のとおり届け出ま

す。

記

１．変更事項

新

旧

２．添付書類

（１）競走車登録証

（２）譲渡を証する書面（所有者変更の場合のみ）
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様式１６（第８９条関係）

(44.4.1)(52.3.29)(13.12.26)(20.4.1)(25.3.19)(2021.5.21)

競走車登録証再交付申請書

年 月 日

公益財団法人ＪＫＡ会長 殿

登録番号 第  号

呼名

所有者（選手）の氏名     

「小型自動車競走審判員、選手および小型自動車登録規則」第６条の規定に基

づき、下記により登録証の再交付を申請します。

記

１．再交付申請の理由

２．登録証（き損の場合のみ）
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様式１７（第９１条関係）

(44.4.1)(52.3.29)(13.12.26)(20.4.1)(25.3.19)(2021.5.21)

競走車登録更新申請書

年 月 日

公益財団法人ＪＫＡ会長 殿

登録番号 第  号

呼名

所有者（選手）の氏名     

「小型自動車競走審判員、選手および小型自動車登録規則」第４条の規定に基

づき、競走車登録証を添付の上、競走車登録更新を申請します。
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様式１８（第９５条関係）

(13.12.26)(20.4.1)(25.3.19)(2021.5.21)

競走車登録更新検査延期申請書

年 月 日

公益財団法人ＪＫＡ会長 殿

住所

氏名         

登録番号 第  号

呼名

下記の理由により指定の日に競走車登録更新検査を受けることができないの

で、「小型自動車競走に係る業務の方法に関する規程」第９５条第１項及び第２

項の規定に基づき、延期を申請します。

延期申請の理由
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様式１９（第９８条関係）

(44.4.1)(52.3.29)(13.12.26)(20.4.1)(25.3.19)(2021.5.21)

競走車登録消除申請書

年 月 日

公益財団法人ＪＫＡ会長 殿

登録番号 第  号

呼名

所有者（選手）の氏名     

「小型自動車競走審判員、選手および小型自動車登録規則」第２７条第２号の

規定に基づき、競走車登録の消除を申請します。
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様式２０（第１２３条関係）

(59.7.1)(20.4.1)(25.3.19)(2021.5.21)

長期欠場の届出書

年 月 日

公益財団法人ＪＫＡ会長 殿

登録番号 第  号

氏名         

「小型自動車競走に係る業務の方法に関する規程」第１２３条の規定に基づき、

下記のとおり届け出ます。

記

１．欠場の期間  年 月 日より カ月の間

２．欠場の理由

３．添付書類



様式２１（第１３３条関係）(44.4.1)(52.3.29)(13.12.26)(20.4.1)(25.3.19)

審 判 員 登 録 簿

№                                 契 印

登 録 番 号 氏   名 生 年 月 日 性 別 登 録 年 月 日 備 考

（ふりがな）
  年  月  日 年 月 日

住   所

年  月  日 変 更

年  月  日 変 更

年  月  日 変 更

年  月  日 変 更

本   籍

年  月  日 変 更

登 年 月 日 年 月 日 年 月 日 年 月 日 年 月 日 年 月 日

録

写 更 契 印 契 印 契 印 契 印 契 印 契 印

新

変
更
そ
の
他

記
載
事
項

年 月 日 年 月 日 年 月 日 年 月 日 年 月 日 年 月 日

真

契 印 契 印 契 印 契 印 契 印 契 印

公 益 財 団 法 人 Ｊ Ｋ Ａ

1-
8
3
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様式２２（第１３３条関係）

(13.12.26)(20.4.1)(25.3.19)(2023.6.22)

審判員登録証

登 録 番 号 第    号

登録年月日  年 月 日

有 効 期 間  年 月 日から

年 月 日まで

住  所

氏  名

生年月日

性  別

上記の者は小型自動車競走法第１１条

の規定により本財団に登録された審判

員であることを証明する。

年 月 日

公益財団法人ＪＫＡ

備考 登録証の大きさは、縦５．４センチメートル、横８．５６センチメートルとする。

   写真の大きさは、縦３センチメートル、横２．４センチメートルとする。

印

写 真



様式２３（第１３４条関係）(44.4.1)(52.3.29)(13.12.26)(20.4.1)(25.3.19)

選 手 登 録 簿

№                                            契 印

登 録 番 号 氏   名 生 年 月 日 性 別 出 身 地 登録年月日

(本籍の都道府県名)
（ふりがな）

年 月 日 年 月 日

住   所

年  月  日 変 更

年  月  日 変 更

年  月  日 変 更

本   籍
年  月  日 変 更

使 用 す る 競 走 車 の 運 転 免 許 証 の 番 号

種 類 及 び 規 格 運 転 免 許 の 区 分 及 び 種 類

写

真

登 年 月 日 年 月 日 年 月 日 年 月 日 年 月 日 年 月 日

録

更 契  印 契  印 契  印 契  印 契  印 契  印

新

変
更
そ
の
他

記
載
事
項

年 月 日 年 月 日 年 月 日 年 月 日 年 月 日 年 月 日

契  印 契  印 契  印 契  印 契  印 契  印

公 益 財 団 法 人 Ｊ Ｋ Ａ

1-
8
5
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様式２４（第１３４条関係）

(13.12.26)(20.4.1)(25.3.19)(2023.6.22)

選手登録証

登 録 番 号 第    号

登録年月日  年 月 日

有 効 期 間  年 月 日から

年 月 日まで

住  所

氏  名

生年月日

性  別

上記の者は小型自動車競走法第１１条

の規定により本財団に登録された選手

であることを証明する。

年 月 日

公益財団法人ＪＫＡ

備考 登録証及び写真の大きさは、「様式第２２」と同じとする。

印

写 真
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様式２５（第１３５条関係）

(13.12.26)

競走車登録検査結果表

所有者名

機関番号

１．登録構造検査関係

検査項目 適  否 備   考

１．車体関係
（１）車の長さ、幅及び高さ
（２）車両総重量
（３）前輪軸重量
（４）傾斜角
（５）フレーム
（６）泥よけ等
（７）エンジンプレート
（８）ステップ
（９）ハンドル及びクラッチレバー
（１０）チェーンガード
（１１）リヤスプロケット
（１２）タイヤ
（１３）ホイール
（１４）車体部品

２．原動機
３．補機関係

（１）ＣＤＩユニット
（２）気化器
（３）燃料タンク
（４）オイルタンク
（５）オイルキャッチタンク
（６）ホース等
（７）排気管
（８）クラッチ
（９）変速機
（１０）チェーン
（１２）スロットルコントロール
（１３）キルスイッチ
（１４）ブレーキ、ライト類

４．整備基準関係

□  □
□  □
□  □
□  □
□  □
□  □
□  □
□  □
□  □
□  □
□  □
□  □
□  □
□  □
□  □

□  □
□  □
□  □
□  □
□  □
□  □
□  □
□  □
□  □
□  □
□  □
□  □
□  □
□  □

＊１適否欄に印を記入すること。

２特記事項については、備考に記載すること。
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２．登録性能検査関係

乗車選手名

走行距離

（３，０００メートル以上）
   周回又は   メートル

走行タイム総計       分    秒

１００メートル当たりの

平均所要時間
          秒

検査年月日   年  月  日

検査場所          レース場

検査実施者          ㊞



様式２６（第１３６条関係）(44.4.1)(52.3.29)(13.12.26)(20.4.1)(25.3.19)

競 走 車 登 録 簿

№                                            契 印
種 類
及 び
規 格

登 録 番 号 呼 名 車 名 製 造 年 国 産 車
外 国 車
の   別

気 筒 容 積 登録年月日

年 月 日

所
有
者

氏    名 住    所 変 更 年 月 日

年  月  日 変 更

年  月  日 変 更

年  月  日 変 更

年  月  日 変 更

製
造
者

氏  名 型 式

住  所 機 関 番 号

機
関
内
容

内    径 行    程 気 筒 容 積 変更年月日

C C
C C 年 月 日変更

C C 年 月 日変更

登
録
更
新

年 月 日 年 月 日 年 月 日 年 月 日 年 月 日 年 月 日 年 月 日

契  印 契  印 契  印 契  印 契  印 契  印 契  印

変
更
そ
の
他

記
載
事
項

年 月 日 年 月 日 年 月 日 年 月 日 年 月 日 年 月 日 年 月 日

契  印 契  印 契  印 契  印 契  印 契  印 契  印

公 益 財 団 法 人 Ｊ Ｋ Ａ

1-
8
9
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様式２７（第１３６条関係）

(13.12.26)(20.4.1)(25.3.19)

競走車登録証

登 録 番 号 第    号

登録年月日  年 月 日

有 効 期 間  年 月 日から

年 月 日まで

競走車の種類及び規格

呼名及び車名並びに型式

国産車外国車の別

製造年

気筒容積

所有者の住所

所有者の氏名

製造業者の氏名

上記は小型自動車競走法第１１条の規定により本財団に登録された競走車であ

ることを証明する。

年 月 日

公益財団法人ＪＫＡ

備考 用紙の大きさは、日本工業規格Ｂ６とする。

印
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「参考」

「小型自動車競走に係る業務の方法に関する規程」は、日本小型自動車振興会

から財団法人 JKA への事業承継に伴い、新規制定された。

本規程集における各条項の改正経緯については、日本小型自動車振興会の「小

型自動車競走に関する業務の方法に関する規程」のものを含めて掲載している。

小型自動車競走に関する業務の方法に関する規程

昭和３７年１０月１日（昭和３８年１月２２日・３７重第１０６３１号認可）

改正 昭和40年１月１日（昭和39年12月28日・39重第4202号認可）

〃 同 42年10月20日（同 42年10月20日・42同第2611号同 ）

〃 同 44年４月１日（同 44年２月19日・44同第 88号同 ）

〃 同 45年１月１日（同 44年12月27日・44同第2649号同 ）

〃 同 46年７月１日（同 46年６月30日・46同第1432号同 ）

〃 同 46年10月１日（同 46年９月29日・46同第2249号同 ）

〃 同 47年１月１日（同 46年12月24日・46同第2941号同 ）

〃 同 49年４月18日（同 49年４月18日・49機第 768号同 ）

〃 同 50年５月17日（同 50年５月17日・50同第 693号同 ）

〃 同 52年３月29日（同 52年３月29日・52同第 561号同 ）

〃 同 59年７月１日（同 59年６月26日・59同第1550号同 ）

〃 平成３年３月28日（平成３年３月28日・３同第 769号同 ）

〃 同 ５年10月１日（同 ５年９月29日・５同第2121号同 ）

〃 同 ７年１月１日（同 ６年12月27日・６同第3327号同 ）

〃 同 ７年11月13日（同 ７年11月13日・７同第1179号同 ）

〃 同 ９年３月21日（同 ９年３月21日・平成09・03・19同第６号同 ）

〃 同 10年12月25日（同 10年12月25日・同 10・12・22同第１号同 ）

〃 同 11年10月13日（同 11年10月13日・同 11・10・05同第２号同 ）

〃 同 12年３月27日（同 12年３月27日・同 12・03・24同第７号同 ）

〃 同 13年１月６日（同 12年12月22日・同 12・12・22同第10号同 ）

〃 同 14年１月１日（同 13年12月26日・同 13・12・26製第１号同 ）

〃 同 14年４月１日（同 14年３月22日・同 14・03・19同第３号同 ）

〃 同 15年１月１日（同 14年11月21日・同 14・11・19同第11号同 ）

〃 同 15年４月１日（同 15年３月24日・同 15・03・20同第17号同 ）

〃 同 16年４月１日（同 16年３月16日・同 16・03・15同第12号同 ）

〃 同 19年１月１日（同 18年12月27日・同 18・12・26同第９号同 ）


